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　この公園は大地町にあり、平成８年に大地
遺跡と周辺土地を併せて整備されたものだ。 
園内には楠、樫、金木犀や山桜があり、その
中でひときわ大きく葉を繁らせた楠の大木が
私たちの目を引く。その奥には竪穴住居の大
きな藁葺き屋根が見える。楠の大木との構成

がとても美しい。どこか懐かしい記憶を呼び
起こしてくれるようだ。 
　公園ができてすでに１２年、大きく成長し
た樹木がつくり出す木立の空間が、５月の風
の中で、とても心地よく感じる。 
　　　　　　　　　　　美術家　秋田光彦 

【２００８岩倉の杜●～史跡公園～】 
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自立 

１３ 男女共同参画を目指して 

岩倉防災リーダーの会とは 

２４ 知っておきたい防災知識 

６５歳節目歯科健康診査 

１３ 歯科衛生士すこやか日誌 

２４ 
広報紙の表紙の作者を 
ご紹介します 

楽しく英語学習 

１２ こんにちはジョンです 

岩倉桜まつり 

フォトニュース ２５ 

▲４月７日（月）、市内各小学校

で入学式が行われました（写真

は東小学校）。 

岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言（
昭
和
３７
年
１
月
２７
日
） 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言（
昭
和
４６
年
１１
月
１５
日
） 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言（
平
成
７
年
１２
月
２０
日
） 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言（
平
成
１６
年
１２
月
６
日
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 悠久の時を刻みながら流れる五条川　多くの文化遺産 

私たちは　この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章  
（平成３年１２月１日制定） 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

暮らしのガイド １４ 

私の取り組み 

市政の窓 
児童手当の対象所得が平成１９年中
の所得に切り替わります 
市役所１階福祉課に手話通訳を配
置しました 
地震に負けない家づくりを応援し
ます 
第３子以降の学校給食費を補助し
ます 
児童扶養手当・遺児手当・特別児童
扶養手当 
公共施設見学「ぐるっと岩倉＋α」 
妊婦健康診査の公費負担回数を３
回から６回に拡大します 
がん検診・骨粗しょう症検診の申込
受付を行います 
窓口での本人確認が法律上のルー
ルになります 
市民スペース・市民ギャラリー情報 
古代米で稲づくり農業体験に参加
してみませんか 
史跡公園月釜 
健康遊具をご利用ください 

特集  
平成２０年度岩倉市当初予算のあらまし 

催し １４ 
児童館日曜・祝日開館行事 
ミニミニコンサート　　　　　　　ほか 

講座・教室 １７ 
子どものための自然体験活動指導者養成講座 

手続き １７ 
軽自動車税の減免 

相談・その他 １８ 
側溝ふた揚げ機を貸し出します　 ほか 

健康 １７ 
８０２０歯の健康コンクール 
江南厚生病院開院　　　　　　　ほか 

募集 １４ 
ホストファミリーとこいのぼりづくり　ほか 

プラスアルファ 
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　平成２０年度予算が、岩倉市議会３月定例会で可決成立しました。そのあらましをお知らせします。 

　行政のスリム化・効率化に努めた国の予算に合わせ、徹底した行政改革による地方財政計画の抑制などによ

り厳しい財政状況が続いておりますが、本市の当初予算は、第３次

岩倉市総合計画をもとに、「改革と前進」を基本に行財政改革を断

行する一方で、岩倉駅東地区再開発事業の完成に向けて最大限の努

力を図るとともに、安全・安心、便利で快適なまちづくりの推進や

少子化対策に重点を置いた予算編成といたしました。 

●問合先　財政課財政係（q３８‐５８０５）まで。 

　学校給食費は、原油価格高騰などの
影響による賄材料等の値上がりのため、
１食あたり２０円（小学校２００円を
２２０円、中学校２３０円を２５０
円）の料金改定をいたしますので、ご
理解ご協力をいただきますようよろし
くお願いします。 

●自 主 財 源：市が自主的に収入できる財源 
●依 存 財 源：国や県から交付されたり割り当てられる財源 
●消費的経費：人件費や物件費等、支出が義務づけられ任意に削減できない経費 
●投資的経費：普通建設事業費等、支出の効果が資本形成に向けられる経費 
●公　債　費：借入金の返済およびその利息 

用　語　解　説 

●予算：一般に一定期間における収入・支出の見積
りであると同時に支出額と支出の内容を制限する
拘束力をもっています。予算は、市長が議会に提
案し、議会の議決によって成立します。 

●一般会計予算：市の会計の基本となるものです。
市税収入を主な財源として、教育・福祉の充実や
道路の整備など市の基本的な施策に要する経費の
合計です。 

●特別会計：特定の事業を行う場合、その特定の歳
入を特定の歳出に充て、一般会計と別に経理する
会計です。岩倉市では、国民健康保険事業など６
つの特別会計の他に今年度から新たに後期高齢者
医療事業が加わりました。 

用　語　解　説 

会　　計　　名 平成２０年度 
１３，２５０，０００ 
４，５５８，０３９ 
２６０，６９２ 
１０２，９８７ 
１８７，０７６ 
１，２４５，５２６ 
１，７５３，０３８ 
３９４，０５１ 
８，５０１，４０９ 
１，０９８，２１０ 
２２，８４９，６１９ 

１２，６５５，０００ 
４，６２９，７８９ 
２，７９９，０３２ 
６９，８７１ 
１７２，６３１ 
１，２２９，７１０ 
１，６８７，６３５ 

０ 
１０，５８８，６６８ 
９９２，０５７ 

２４，２３５，７２５ 

１０４．７％ 
９８．５％ 
９．３％ 

１４７．４％ 
１０８．４％ 
１０１．３％ 
１０３．９％ 
皆増 

８０．３％ 
１１０．７％ 
９４．３％ 

 

平成１９年度 対前年度比 
一 　 般 　 会 　 計 

上 水 道 事 業 会 計  
合　　　　計 

国　民　健　康　保　険 
老　人　保　健 
土　地　取　得 
学　校　給　食　費 
公共下水道事業 
介　護　保　険 
後期高齢者医療 
小　　　計 

特
　
別
　
会
　
計
 

１会計別予算額  （単位：千円） 

岩倉市の歳入の構成比（一般会計） 

市税 
48.2％ 

自主財源 
59.4％ 

依存財源 
40.6％ 

歳入 
132億5,000万円 

その他 
11.2％ 

国庫支出金 
12.8％ 

地方交付税 
7.9％ 

市債 
7.5％ 

県支出金 
6.3％ 

岩倉市の目的別歳出の構成比（一般会計） 

民生費 
28.6％ 

消費的 
経費 
59.8％ 投資的 

経費 
18.2％ 

公債費 
11.2％ 

その他 
10.8％ 

土木費 
17.6％ 

教育費 
14.7％ 

総務費 
11.3％ 

公債費 
11.2％ 

衛生費 
9.0％ 

消防費3.5％ 
商工費2.1％ 
議会費1.5％ 農林水産業費0.6％ 

諸支出金、予備費0.0％ 
各種交付金4.9％ 

地方譲与税1.2％ 

歳出 
132億5,000万円 
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●市　　　　税：市民税や固定資産税など 
●地方譲与税：消費税等の徴収財源のうち、法に定める基準
　　　　　　　　で市に譲与されるもの 
●地方交付税：市の財政力に応じて国から交付される税金 
●その他交付金：利子割交付金、地方消費税交付金、自動車取
　　　　　　　　得税交付金など 
●分担金及び負担金：特定のサービスを受けた人から徴収するもの 
●使用料及び手数料：市の施設の使用料や証明手数料など 
●国庫・県支出金：事業を行ううえで、国・県が補助するもの 
●繰　　入　　金：基金などから繰り入れるもの 
●繰　　越　　金：前年度決算の余剰金を翌年度へ繰り越すもの 
●諸　　収　　入：財産収入、寄付金、貯金利子、雑入など 
●市　　　　債：市が資金調達のために借り入れるもの 
●議　　会　　費：議員報酬など議会運営にかかる経費 

●議　　会　　費：議員報酬など議会運営にかかる経費 
●総　　務　　費：管理事務費、企画調整、財政、人事、選挙、
　　　　　　　　戸籍や徴税などにかかる経費 
●民　　生　　費：児童や高齢者・障害者の福祉、医療や保険年
　　　　　　　　金など社会保障にかかる経費 
●衛　　生　　費：環境、保健衛生などにかかる経費 
●農林水産業費：農業、林業、水産業の振興にかかる経費 
●商　　工　　費：商工業、観光、消費者行政などにかかる経費 
●土　　木　　費：道路や橋、公園、下水道などの整備にかかる経費 
●消　　防　　費：救急や消防、防災にかかる経費 
●教　　育　　費：学校教育や生涯学習、スポーツ振興にかかる
　　　　　　　　経費 
●公　　債　　費：市債の元金や利子の返済に充てる経費 
●諸 支 出 金：公営企業の貸付金等にかかる経費 

用　語　解　説 

市税 
地方譲与税 
利子割交付金 
配当割交付金 
株式等譲渡所得割交付金 
地方消費税交付金 
自動車取得税交付金 
地方特例交付金 
地方交付税 
交通安全対策特別交付金 
分担金及び負担金 
使用料及び手数料 
国庫支出金 
県支出金 
財産収入 
寄附金 
繰入金 
繰越金 
諸収入 
市債 

６，３９２，０００ 
１５６，０００ 
２８，０００ 
２３，０００ 
２０，０００ 
３７０，０００ 
１４８，０００ 
４０，０００ 

１，０５０，０００ 
９，０００ 

１５２，４３２ 
９３，７５９ 

１，７０２，１３２ 
８３０，７７５ 
５９，１０６ 
１２９ 

６９０，１２３ 
２１８，８９０ 
２７６，８５４ 
９８９，８００ 

（１０１．１） 
（９９．４） 
（１４０．０） 
（１４３．８） 
（８０．０） 
（９２．５） 
（９３．７） 
（１３３．３） 
（９３．８） 
（１００．０） 
（１０９．１） 
（９９．５） 
（１１１．８） 
（１３０．９） 
（１３４．１） 
（５０．８） 
（１６４．０） 
（１０１．３） 
（１０２．０） 
（９３．８） 

計 １３，２５０，０００ （１０４．７） 

歳　入（単位：千円）（　）は前年度対比（％） 歳　出（単位：千円）（　）は前年度対比（％） 
議会費 
総務費 
民生費 
衛生費 
農林水産業費 
商工費 
土木費 
消防費 
教育費 
公債費 
諸支出金 
予備費 

１９９，２３９ 
１，４９５，５６９ 
３，７８３，１９５ 
１，１８９，４８９ 
７６，４１２ 
２７９，１２０ 
２，３２９，３１７ 
４５９，９８３ 
１，９４６，５８６ 
１，４８３，８８０ 

３，２１０ 
４，０００ 

（９８．４） 
（１０４．５） 
（１０１．１） 
（９５．３） 
（７９．２） 
（１０１．３） 
（９２．７） 
（９０．８） 
（１７１．８） 
（９９．０） 
（７３．１） 
（１００．０） 

計 １３，２５０，０００ （１０４．７） 

２重点施策 
①安全・安心のまちづくりの推進 
・学校施設耐震補強事業 
　　北小学校南館・西館、東小学校南館、岩倉中学校屋内運動場の耐震補強工事と岩倉中学校北館・南館 
　耐震補強工事の実施設計をするもの 
・公共施設の耐震診断・耐震補強事業 
　　中部保育園、北部保育園、休日急病診療所、大市場公会堂、学校給食センターの耐震診断と北部保育 
　園西棟の耐震補強工事をするもの 
・高規格救急車購入事業 
・一宮春日井線排水路布設工事 
・生活安全指導員の設置 
　　安全・安心なまちづくりの推進のため、嘱託員として雇用するもの 
②岩倉駅東地区再開発事業の推進 
・北街区市街地再開発事業補助金 
　　駅東再開発に伴う本体事業費のうち、市負担分を補助金として交付するもの 
・北街区市街地再開発事業公共施設管理者負担金 
　　駅前広場整備事業を計上するもの 
 ・（仮称）生涯学習センター整備事業 
　　再開発ビル内に整備される（仮称）生涯学習センター公益床のうち、建物取得相当分を計上するもの 
・岩倉駅周辺自転車等利用適正化事業 
　　岩倉駅東地区市街地再開発ビル内の自転車駐車場用地として取得するもの 

 
１９５，６２５千円 

 
 

１１，９９２千円 
 
 

２９，３９６千円 
３７，２６４千円 
２，６３０千円 

 
 

８０２，８００千円 
 

１２，５００千円 
 

７５９，２９６千円 
 

３４，４１１千円 
 

平成20年度一般会計予算の内訳 



平成20年5月1日 5

③行財政改革の断行 
・歳入（増収額） 
　　広告料・がん検診等徴収金 
・歳出（削減額） 
　　人件費・経常経費等の削減、事業委託料・補助金等の見直し 
④少子化対策の推進 
・子ども医療費助成金の拡充 
　　子ども医療費助成の対象を拡大するもの（小学校１～３年生の通院、小学校１年生～中学校３年生の入院） 
・妊婦健康診査の拡充 
　　妊婦健康診査を３回分追加するもの（計６回） 
・一般不妊治療費助成金 
　　一般不妊治療への助成金を計上するもの 
・子ども条例制定事業 
　　子どもたちが安心して暮らすことができるまちづくりを推進していくため、「岩倉市子ども条例」を 
　制定するもの 
・赤ちゃん訪問事業 
　　子育てに関する相談や支援を行うとともに、児童虐待の早期発見のため、生後４か月までの乳児がい 
　る家庭を全戸訪問するもの 

 
１，９６９千円 

 
２１５，１７４千円 

 
 

５２，２６０千円 
 

１０，５０３千円 
 

２，５００千円 
 

１，３８６千円 
 
 

８１０千円 

特別会計等 
①国民健康保険特別会計 
・後期高齢者支援金 
・特定健康診査事業 
・国民健康保険被保険者証のカード化 
②土地取得特別会計 
・公共用地の売却（歳入） 
・公共用地の取得（歳出） 
③公共下水道事業特別会計 
・公共下水道事業 
・流域下水道事業 
・南小学校地下貯留施設導水管設置工事 

 
５１６，０７１千円 
５３，３５７千円 
６，０８３千円 

 
６７，４９５千円 
３１，３３９千円 

 
３８２，６００千円 
４７，４３６千円 
２３，０４０千円 

 
 

④介護保険特別会計 
・生活機能評価業務 
・地域包括支援センター車の購入 
・認知症サポーター育成事業 
⑤後期高齢者医療特別会計（新設） 
（平成２０年度から現在の老人医療制度を廃止し、
７５歳以上の後期高齢者を対象に後期高齢者医療制
度が創設されました） 
⑥上水道事業会計 
・配水管布設替工事 
・岩倉団地配水場自家発電設備改修工事 
・配水施設耐震診断業務 

 
４，０７４千円 
１，３２７千円 
４００千円 

３９４，０５１千円 
 
 
 
 

１１６，０００千円 
９０，３７０千円 
６，６１５千円 

３新規事業および普通建設事業等 
①健康・福祉 
・後期高齢者医療費 
・三種混合接種の個別化 
　　三種混合の予防接種を集団から個別に切り替えるも 
　の 
・健康診査事業の拡充 
　　社会保険等の被扶養者など健康診査事業の対象を拡 
　大するもの 
・（仮称）老人憩の家建設事業（基本設計） 
　　昭和４５年に開館した老人憩の家が老朽化などによ 
　り、新しい場所に施設を新築するもの 
・６５歳節目歯科健康診査事業 
　　従来から行っている成人歯科健康診査に加え、新たに 
　６５歳を節目とした歯科健康診査を実施するもの 
②教育・文化・スポーツ 
・岩倉中学校北館屋上防水事業 
・少人数授業等臨時講師事業 
　　臨時講師を採用し、複数の教員によるきめ細かい教 
　育を行うもの 
・学校図書館読書指導員の充実 
　　学校図書館の読書指導の充実を図るもの 
・音楽のあるまちづくりの推進 
　　ジュニアオーケストラの運営および音楽文化普及事 
　業等を行うもの 
・総合型地域スポーツクラブ育成事業 
　　子どもから高齢者まで、地域の誰もがさまざまな種 
　目のスポーツにいつでも参加できるような自主運営の 
　クラブを育成するもの 

 
２５２，４５３千円 
１６，１１９千円 

 
 

３，８８５千円 
 
 

２，２１８千円 
 
 

１，４８３千円 
 
 
 

１３，９０６千円 
１０，０８０千円 

 
 

３，１６８千円 
 

１８，７５９千円 
 
 

７３０千円 
 
 

③都市基盤整備等 
・乙北島藤島線道路改良事業、北島藤島線街路改良 
　事業 
　　市南部地域の東西交通の幹線道路整備として実 
　施するもの 
・岩倉駅エレベーター設置事業（地方公共団体の負 
　担金） 
　　岩倉駅ホームへのエレベーター設置を鉄道事業 
　者と共同で行うもの 
・舗装・側溝工事 
・甲豊田岩倉線交通安全施設等整備事業 
・生田橋架け替え事業 
④より快適な環境の創出 
・（仮称）長瀬公園整備事業 
　　公園の少ない東部地区に街区公園を整備するもの 
・塵芥収集車購入事業 
・尾北自然歩道休憩所トイレ改修事業 
　　お祭り広場の公衆トイレの老朽化に伴う改修および多 
　目的トイレ（オストメイト対応）の新設工事を行うもの 
⑤農業・商工業 
・農業振興事業（助成金の新設） 
　　意欲的な農業者および農地の保全などに資する 
　事業に対し、新たな助成制度として設けるもの 
・農業体験塾 
・新ブランド野菜推進事業 
　　担い手農業者などへ岩倉の新ブランド野菜（ちっ 
　チャイ菜）の普及推進を委託するとともに地産地 
　消の推進を図るもの 
⑥その他　愛知県フレンドシップ継承事業（７事業） 

 
 

２２８，６８０千円 
 
 
 

６０，０００千円 
 
 

５０，０００千円 
４０，９１７千円 
２０，０００千円 

 
１００，３０８千円 

 
９，７００千円 
６，５００千円 

 
 
 

３，１２０千円 
 
 

５９千円 
３０千円 

 
 
 
 

６，３２０千円 
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児
童
手
当
の
対
象
所
得
が
 

平
成
19
年
中
の
所
得
に
 

切
り
替
わ
り
ま
す
 

                　
平
成
２０
年
度
に
あ
た
り
副
市
長
と
し
て
、

市
長
の
５
期
目
の
政
治
目
標
「
改
革
と
前

進
」
を
基
本
に
、
単
年
度
の
市
政
運
営
を

表
す
施
政
方
針
の
下
に
私
の
取
り
組
み
姿

勢
と
、
目
標
を
お
示
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
 

　
施
政
方
針
の
４
項
目
の
重
点
施
策
、
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
岩
倉

駅
東
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
の
推
進
、

行
財
政
改
革
の
断
行
、
少
子
化
対
策
の
推

進
を
、
基
本
に
し
な
が
ら
、
職
員
育
成
な

ど
市
政
全
体
へ
の
目
配
り
と
と
も
に
自
ら

の
課
題
と
し
て
、
特
に
新
規
事
業
に
位
置

づ
け
て
い
ま
す
駅
東
再
開
発
と
連
動
し
た

中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
方
策
、
ま
た
、
 

     

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
環
境

問
題
や
農
業
振
興
の
取
り
組
み
に

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
北
街
区
市
街
地
再
開
発
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
再
開
発

組
合
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者
の

皆
様
の
大
変
な
ご
努
力
で
、
平
成

２１
年
９
月
末
完
成
を
目
標
に
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

市
長
も
述
べ
て
い
ま
す
よ
う
に
、

再
開
発
ビ
ル
な
ど
が
整
備
さ
れ
た

か
ら
と
い
っ
て
中
心
市
街
地
に
賑
わ
い
を

す
ぐ
に
取
り
戻
せ
る
か
と
い
え
ば
そ
う
で

は
な
い
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に
、

い
か
に
し
て
ま
ち
に
元
気
を
取
り
戻
す
か

で
あ
り
ま
す
。
中
心
市
街
地
活
性
化
の
第

一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に
も
、
空
き
店
舗

を
活
用
し
た
施
策
な
ど
を
、
地
元
の
ご
理

解
を
得
な
が
ら
各
種
団
体
や
市
民
の
皆
様

と
協
働
し
て
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
温
室
効
果
ガ
ス
で
の
地
球
温
暖
化
に
よ

る
気
候
変
動
の
影
響
は
、
日
本
で
の
猛
暑

や
豪
雨
、
北
極
圏
な
ど
で
の
氷
の
減
少
、

干
ば
つ
、
熱
波
等
、
地
球
の
環
境
に
深
刻

な
異
変
が
起
き
て
い
ま
す
。
こ
の
異
変
を
 

 前
に
し
て
、
今
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
は
、
レ
ジ
袋
の
削
減
な
ど
足
元
か
ら

の
実
効
性
の
あ
る
具
体
策
を
示
し
て
い
く

こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
平
成
２０

年
度
が
、
「
い
わ
く
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
の
元
年
と
な
り
ま
す
よ
う
Ｃ
Ｏ
２
の

削
減
に
向
け
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
ま
ち
づ
く
り
の
要
は
人
づ
く
り
と
い
わ

れ
ま
す
よ
う
に
、
行
政
で
も
企
業
で
も
人

材
育
成
が
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。
平

成
２０
年
度
末
に
は
、
休
職
中
も
含
め
た
１１

人
の
部
長
職
の
内
７
人
が
定
年
退
職
し
ま

す
。
こ
の
団
塊
世
代
の
退
職
は
、
組
織
の

活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
行
政
の
質
を
よ
り

高
め
る
た
め
に
は
、
職
員
の
意
識
改
革
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
私
は
、
「
職
員
は
、
与

え
ら
れ
た
事
務
を
淡
々
と
処
理
す
る
単
な

る
地
方
公
務
員
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

住
ん
で
い
る
こ
と
が
誇
り
に
思
え
る
ま
ち

を
、
市
民
と
と
も
に
考
え
、
心
を
こ
め
て
、

汗
を
流
し
な
が
ら
つ
く
っ
て
い
く
自
治
体

職
員
で
あ
る
と
同
時
に
職
業
人
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
全
職

員
が
、
こ
の
気
概
と
志
を
持
っ
て
、
心
を

尽
く
し
て
仕
事
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
指
導
し
て
い
く
と
と
も
に
、
自
ら
も

率
先
垂
範
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
 

私
の
取
り
組
み

副市長　赤堀俊之 

      　
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
児

童
を
今
年
の
６
月
以
降
も
養
育
し
て
い
る

人
で
、
所
得
制
限
を
超
え
た
た
め
に
昨
年

６
月
か
ら
の
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
人
で
も
、
支
給
対
象
に
該
当
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
ま
だ
児
童
手
当
の
請
求
を
さ
れ

て
い
な
い
人
も
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
表
の
と
お
り
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

※
現
在
受
給
中
の
人
は
６
月
に
現
況
届
を

送
り
ま
す
の
で
、
新
た
に
申
請
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

※
公
務
員
の
人
は
、
職
場
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
 

●
申
請
に
必
要
な
も
の
 

・
請
求
者
（
保
護
者
）
名
義
の
預
金
通
帳

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
不
可
）
 

・
厚
生
年
金
等
加
入
者
の
人
は
請
求
者
（
保

護
者
）
の
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
コ
ピ

ー
 

・
印
鑑
（
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
に

訂
正
が
あ
る
場
合
に
必
要
と
な
り
ま
す
）
 

・
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
添
付
書
類
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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「
個
性
あ
る
文
化
と
豊
か
な
人
間
性
を

育
む
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指
し
、

岩
倉
市
教
育
行
政
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

幸
い
に
も
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
頂
き
更
に
は
協
働
の
精
神

に
よ
り
着
実
に
歩
を
進
め
て
い
る
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
学
校
教
育
で
は
、
新
教
育
プ
ラ
ン
「
子

ど
も
は
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
人
」
〜
踏
み

出
そ
う
　
さ
ら
な
る
一
歩
　
広
が
る
未
来

〜
の
表
題
の
も
と
、
教
育
活
動
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。
”踏
み
出
そ
う
“
と
は
児

童
生
徒
の
学
ぼ
う
と
す
る
力
で
あ
り
、
児

童
生
徒
の
学
習
意
欲
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
お

り
ま
す
。
”さ
ら
な
る
一
歩
“
と
は
児
童

生
徒
の
学
ぶ
力
で
あ
り
、
実
践
力
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
”広
が
る
未
来
“
と

は
学
ん
で
得
た
力
で
あ
り
、
児
童
生
徒
が

得
た
成
果
や
喜
び
に
つ
な
が
る
こ
と
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
理
念
は
児
童

生
徒
の
み
な
ら
ず
職
員
や
保
護
者
、

学
校
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る

多
く
の
地
域
の
皆
様
に
も
通
ず
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

　
さ
て
、
学
校
に
は
今
日
的
課
題

と
し
て
、
発
達
障
害
に
苦
し
ん
で

い
る
子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
対
応
、

外
国
籍
児
童
生
徒
の
増
加
に
伴
う

多
文
化
共
生
社
会
の
構
築
、
子
ど

も
の
心
の
ケ
ア
等
々
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
積
極
的
に

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
教
育
環
境
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
扇

風
機
の
設
置
を
昨
年
度
の
小
学
校
に
引
き

続
き
中
学
校
に
設
置
し
、
少
し
で
も
快
適

な
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
耐
震
化
工
事
を
向
こ
う
６
年
間
か

け
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、

平
成
１０
年
以
来
据
え
置
い
て
ま
い
り
ま
し

た
学
校
給
食
費
は
栄
養
価
等
を
守
る
た
め

保
護
者
の
皆
様
に
は
負
担
を
か
け
ま
す
が
、

小
中
学
校
共
に
一
食
２０
円
の
料
金
改
定
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
生
涯
学
習
の
推
進
で
は
「
楽
し
く
学
び

人
と
ひ
と
と
が
響
き
合
う
ま
ち
い
わ
く

ら
」
の
実
現
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
幸
い
岩
倉
市
に
は
い
く

つ
も
の
社
会
団
体
、
文
化
団
体
が
芽
生
え

て
お
り
、
活
気
あ
る
ま
ち
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
美
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
醸
し
出
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
父
親

の
家
庭
教
育
参
加
促
進
の
た
め
、
「
い
わ

く
ら
Ｏ
Ｙ
Ｇ
ク
ラ
ブ
」
（
親
父
の
会
）
を

平
成
１９
年
度
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
父
親

参
加
型
事
業
の
充
実
も
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
 

　
再
開
発
ビ
ル
建
設
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

２１
年
秋
に
は
こ
の
ビ
ル
の
２
階
に
「
（
仮

称
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン

す
る
予
定
で
す
。
市
民
文
化
創
造
の
場
、

生
き
が
い
づ
く
り
の
場
、
音
楽
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
場
と
し
て
整
備
し
て
ま
い
り

ま
す
。
 

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
し
て
は
、
「
市

民
一
ス
ポ
ー
ツ
」
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
全
国
的
な
傾
向
で
あ
り
ま
す
が
、
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
人
と
し
な
い
人
の
二
極
化

が
進
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
中
、
地
域
市
民
が
主
体
に
な
っ
て
運

営
し
て
い
く
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
育
成
事
業
」
と
し
て
今
年
３
月
に
産

声
を
あ
げ
ま
し
た
「
岩
倉
北
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
」
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
格

的
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
に
は
少
し
自
信
が
な

い
が
体
を
動
か
し
た
い
人
、
孫
と
一
緒
に

汗
を
流
し
た
い
人
、
少
々
運
動
不
足
を
感

じ
て
い
る
人
等
々
是
非
参
加
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
 

　
市
政
は
至
誠
の
精
神
で
職
務
を
遂
行
し

て
い
く
所
存
で
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 教育長　井上剛 

●
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
q
３
８
‐

５
８
１
０
）
ま
で
。
 

 

扶養親族等 
の数 

０人 

１人 

２人 

３人 

４人 

５人 

４６０ 

４９８ 

５３６ 

５７４ 

６１２ 

６５０ 

５３２ 

５７０ 

６０８ 

６４６ 

６８４ 

７２２ 

 

国民年金 
加入者等 

厚生年金 
加入者等 

平成２０年度所得制限限度額 
市役所１階福祉課に 

手話通訳を配置しました 
（単位：万円） 

●配置時間　毎週火・金曜日午後１時～５時まで 

●配置場所　市役所１階福祉課 

●問 合 先　福祉課福祉係（q３８－５８０９、 

　　　　　　5６６－６１００）まで。 

 

い
ち
 

　市役所内での手続き等で手話通訳が必要な場合 

は、お申し出ください。 

 



●
市
政
の
窓
●
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あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
で
す
か
 

地
震
に
負
け
な
い
家
づ
く
り
 

を
応
援
し
ま
す
 

第
３
子
以
降
の
学
校
給
食
費
 

を
補
助
し
ま
す
 

児
童
扶
養
手
当
・
遺
児
手
当
・
 

特
別
児
童
扶
養
手
当
 

      　
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
を
し
ま
し

ょ
う
。
 

対
象
と
な
る
建
築
物
 

①
建
築
時
期
が
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前

に
着
工
 

②
構
造
が
木
造
で
２
階
建
て
以
下
 

③
構
法
が
在
来
軸
組
構
法
ま
た
は
、
伝
統

構
法
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
、
木
質
パ
ネ
ル

構
法
な
ど
は
対
象
外
）
 

④
用
途
が
戸
建
て
専
用
・
併
用
住
宅
、
長
 

屋
、
共
同
住
宅
（
空
家
は
対
象
外
）
 

　
４
月
か
ら
木
造
住
宅
だ
け
で
な
く
、
非

木
造
住
宅
（
構
造
が
鉄
骨
造
・
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
等
）
に
つ
い
て
も
耐
震
診
断

費
の
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
 

●
申
込
方
法
　
 

　
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
簡
易
耐
震
診
断
票
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
非
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
事
前
に
土
木
課

建
築
係
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
申
請
者
　
住
宅
の
所
有
者
 

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
に
は
補
助
金
が
出

ま
す
 

　
無
料
耐
震
診
断
等
の
結
果
、
倒
壊
の
危
 

険
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
 

震
改
修
工
事
を
実
施
す
る
人
に
対
し
て
、
 

耐
震
改
修
工
事
費
を
補
助
し
ま
す
。
 

対
象
と
な
る
建
築
物
 

　
岩
倉
市
が
実
施
す
る
無
料
耐
震
診
断
ま

た
は
、
7
愛
知
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
耐
震
診
断
に
お
い
て
、
判
定
値

が
１
・
０
未
満
と
診
断
さ
れ
た
旧
基
準
木

造
住
宅
（
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
建

て
ら
れ
た
木
造
住
宅
）
で
、
判
定
値
を

１
・
０
以
上
と
す
る
耐
震
改
修
工
事
。
た

だ
し
、
耐
震
補
強
上
有
効
な
耐
震
改
修
工

事
（
判
定
値
に
０
・
３
を
加
算
し
た
数
値

以
上
と
す
る
）
に
限
る
。
 

●
補
助
金
額
　
１
戸
あ
た
り
６０
万
円
を
限

度
と
し
ま
す
（
６０
万
円
未
満
の
場
合
は
、

そ
の
金
額
と
な
り
ま
す
）
。
 

●
補
助
対
象
　
１
敷
地
に
１
戸
を
補
助
の

対
象
と
し
ま
す
。
 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
建
築
係
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

税
制
の
特
例
措
置
の
適
用
が
あ
り
ま
す
 

 
耐
震
改
修
費
補
助
を
利
用
し
た
場
合
、

耐
震
改
修
工
事
費
の
１０
㌫
相
当
額
（
２０
万

円
を
限
度
）
が
所
得
税
額
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
。
 

　
固
定
資
産
税
は
、
平
成
２７
年
度
ま
で
に

一
定
の
条
件
に
適
合
す
る
耐
震
改
修
工
事

を
行
っ
た
場
合
、
固
定
資
産
税
額
が
減
額

さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で
お

問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
土
木
課
建
築
係
（
q
６
６
‐

１
１
１
１
内
線
６
５
８
）
ま
た
は
、
税
務

課
課
税
第
２
係
（
内
線
５
７
５
）
ま
で
。
 

             　
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
を
目
的
と

し
て
、
義
務
教
育
期
間
に
あ
る
児
童
・
生

徒
が
３
人
以
上
あ
る
世
帯
に
第
３
子
以
降

の
岩
倉
市
立
小
中
学
校
に
お
け
る
給
食
費

を
補
助
し
ま
す
。
 

●
対
象
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

①
岩
倉
市
に
住
所
も
し
く
は
、
居
所
を
有

す
る
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
義
務
教
育
課
程
に
あ
る
小
学
校
１
年
生

か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
児
童
お
よ
び
、

生
徒
を
３
人
以
上
有
す
る
世
帯
 

③
給
食
費
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
 

●
申
請
方
法
　
在
籍
す
る
小
中
学
校
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
（
申
請
書
に
つ
い
て
は
、

学
校
で
対
象
児
童
生
徒
に
配
布
し
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
学
校
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
）
。
 

●
補
助
交
付
　
４
〜
７
月
ま
で
の
分
を
９
 

月
末
日
に
、
９
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の

分
を
４
月
末
日
に
交
付
し
ま
す（
年
２
回
）。 

●
問
合
先
　
学
校
教
育
課
庶
務
係
（
q
３

８
‐
５
８
１
８
）
ま
で
。
 

      　
い
ず
れ
の
手
当
も
、
申
請
の
た
め
の
資

格
要
件
・
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
申
請

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
児
童
課
児
童
係
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

●
児
童
扶
養
手
当
　
母
子
家
庭
で
１８
歳
以

下
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
ま
た
は
、

両
親
の
い
な
い
１８
歳
以
下
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

●
遺
児
手
当
　
母
子
・
父
子
家
庭
で
１８
歳

以
下
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
か
父
ま

た
は
、
両
親
の
い
な
い
１８
歳
以
下
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
　
身
体
ま
た
は
、

精
神
に
中
度
・
重
度
の
障
害
の
あ
る
２０
歳

未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
q
３
８
‐

５
８
１
０
）
ま
で
。
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●と　　き　　５月２６日（月）午前８時５０分市役所東玄関集合 
●コ ー ス　　６施設　４時間程度　 
　　　　　　　※なお、当日の都合でコース、時間が変更になる場合があります。 

●対 象 者　　市内にお住まいかお勤めまたは、通学している人 
●参 加 費　　無料　ただし、給食試食費２５０円は参加者負担（当日徴収）になります。 
　　　　　　　※お子様連れでご参加の場合はご相談ください。 
●募集人数　　２０人 
●そ の 他　　見学終了後にアンケートを実施します。 
●申 込 先　　５月１６日（金）までに、総務部企画課地域振興担当 
　　　　　　　（q３８－５８０２）へご連絡ください（電話可）。 
　　　　　　　なお、受付は平日の午前８時３０分から午後５時１５ 
　　　　　　　分までとし、定員になりしだい締め切ります。 
 

　　　　　　７月　岩倉のまちづくり（市役所・消防署・駅東再開発など） 

　　　　　　８月　楽しく遊ぶ（総合体育文化センター・野寄テニスコート・図書館など） 

　　　　　１０月　岩倉を訪ねて（史跡公園・岩倉城跡・山内一豊誕生地碑・山車など） 

　　　　　１１月　いつまでも健康で安心感のあるふれあいを（保健センター・南部老人憩の家など） 

平成２１年　１月　環境を考える（愛北クリーンセンター・尾張北部聖苑・小牧岩倉衛生組合など） 

※詳しい内容は、毎回広報いわくらでお知らせし、参加者を募集します。 

今後の予定 

●問合先　企画課地域振興担当（q３８－５８０２）まで。 

市役所　→　南部保育園　→　自然生態園　→　希望の家　→　第四児童館　→ 
→　天神公園　→　学校給食センター（給食の試食）　→　市役所 

親子での参加も大歓迎！安心して子育て

公共施設見学

「ぐるっと岩倉＋α」
プラス アルファ

「ぐるっと岩倉＋α」
プラス アルファ

コースは6つ

　岩倉市では、公共施設などを市民の皆さんに直接見てもら

うことにより、市政への理解を深めていただき、また、市政

への関心を高めていただこうと『公共施設見学「ぐるっと岩

倉＋α』を行います。この施設見学は、市のバスを使い、毎

回異なるテーマに基づいて１回半日程度の内容で、今年度は

６コースを実施する予定です。 

　今回は、第一弾として「安心して子育て」コースを下記の

とおり実施します。この機会に、子育てに関する施設を見て

みませんか？ 

プラス アルファ 



乳がん検診 

 

骨粗しょう症 
検診 
 

子宮がん検診 

 

肺がん検診 

 

住民検診 
（結核検診） 

肝炎ウイルス 
検査 

前立腺がん 
検診 
 

胃がん検診 

大腸がん検診 

超音波 

X　線 

5月19日（月）・20日（火）・21日（水）・22
日（木）・23日（金）・26日（月）・27日（火） 
6月9日（月）・10日（火）・11日（水）・12日
（木）・13日（金）、7月23日（水）・24日
（木）・25日（金）・28日（月）・29日（火） 

5月21日（水）・22日（木）・23日（金） 

6月11日（水）・12日（木）・13日（金） 

（医療機関受診）　6～10月 

毎週月～金曜日、土曜日の午前中 

（集団検診車）10月20日（月）・27日（月） 

5月19日（月）・20日（火）・21日（水）・22日（木） 

23日（金）・26日（月）・27日（火） 

5月19日（月）・20日（火）・21日（水）・22日（木） 

23日（金）・26日（月）・27日（火） 

6月9日（月）・10日（火）・11日（水）・12日（木） 

13日（金） 

7月23日（水）・24日（木）・25日（金）・28日（月） 

29日（火） 

 

6月19日(木)・20日(金)・23日(月）・24日（火） 
25日（水）・26日(木）・27日（金） 
7月9日（水）・10日（木）・11日（金）・14日（月） 
15日(火）・16日（水）・17日(木）・18日（金） 
6月9日（月）・10日（火）・11日（水）・12日（木） 
13日（金） 
7月23日(水）・24日（木）・25日（金） 
28日（月）・29日（火）の指定日に提出してください。 

視診・触診 
超音波断層撮影 

 
視診・触診・X線撮影 

超音波骨評価装置 

による測定 

問診・視診・内診 

喀たん細胞診 
※喀たん細胞診を受診 
する場合も胸部X線写真 
撮影を受けてください。 

胸部X線写真撮影 
（レントゲン検査） 

血液検査 
C型肝炎検査 
（HCV抗体・HCV抗原 
検査） 
B型肝炎検査 
（HBS抗原検査） 

血液検査 
（前立腺特異抗原PSA 
測定） 

胃部X線間接撮影 

便潜血反応検査 
申込時に2日分の検便 
容器をお渡しします。 
 
 

保健センター 

市内産婦人科 

保健センター 

550人（超音波） 
30歳以上の女性 
800人（X線） 
40歳以上の女性 
※原則2年に1回受診 

700人 
18歳以上の女性 

（医療機関受診） 
950人 

20歳以上の女性 

（集団検診車） 
200人 

20歳以上の女性 

250人 
40歳以上 

6,100人 
40歳以上 
6,100人 
40歳以上 

120人 
今年度中に 
40歳になる人等 

700人 
50歳以上の男性 

1,200人 
30歳以上 

1,400人 
30歳以上 

900円（超音波） 
1,300円（X線） 
検診日にお支払い 
ください。 

550円 
検診日にお支払い 
ください。 
 
 
 2,300円 
申し込み時に 
お支払いください。 

1,200円 
検診日にお支払い 
ください。 
 
 550円 
検診日にお支払い 
ください。 

300円 
検診日にお支払い 
ください。 

1,200円 
検診日にお支払い 
ください。 

無料 

無料 

500円 
容器提出日に 
お支払いください。 

5月9日（金）～15日（木） 

（土・日曜日、祝日は除く） 

●6・7月分医療機関分申込 
5月9日(金）～15日(木） 

（土・日曜日、祝日は除く） 
●8・9月分医療機関分申込 
7月4日（金）～8日（火） 

（土・日曜日、祝日は除く） 
●10月医療機関分申込・集団分 
9月18日（木）・19日（金） 

肺がん（喀たん） 
5月9日(金）～5月15日(木） 
（土・日曜日、祝日は除く） 

 
 

事前申込不要 
検診実施日に保健センターで 
受付をして受診してください。 

【受付時間】 
午前9時～11時50分 
午後1時～3時 

5月29日(木）～6月3日(火） 

（土・日曜日、祝日は除く） 

検診名 検診日 検診方法 検診場所 定員・対象の人 費用 申込期間 
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妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担
 

回
数
を
３
回
か
ら
６
回
に
拡
 

大
し
ま
す
 

が
ん
検
診
・
骨
粗
し
ょ
う
症
検
 

診
の
申
込
受
付
を
行
い
ま
す
 

      　
岩
倉
市
で
は
、
４
月
１
日
よ
り
、
妊
婦

健
康
診
査
の
公
費
負
担
回
数
を
３
回
か
ら

６
回
に
増
や
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
妊

婦
健
康
診
査
の
時
に
必
要
な
受
診
票
を
お

渡
し
し
て
い
ま
す
。
 

●
対
象
　
平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で
に
妊

娠
届
出
を
し
、
出
産
し
て
い
な
い
人
 

●
交
付
方
法
　
随
時
、
交
付
し
て
い
ま
す

の
で
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

●
申
請
窓
口
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
 

●
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
q
３
７
‐

３
５
１
１
）
ま
で
。
 

      　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
が
ん
検
診
・
骨

粗
し
ょ
う
症
検
診
の
申
込
受
付
を
行
い
ま

す
。
 

　
検
診
に
よ
り
申
込
期
間
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
下
表
を
ご
覧
の
う
え
申
込
期
間
中

に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ

い
。
 

●
申
込
期
間
 

・
乳
が
ん
・
骨
粗
し
ょ
う
症
・
子
宮
が
ん

（
医
療
機
関
受
診
６
・
７
月
分
の
み
）・
肺

が
ん
（
喀
痰
）
…
５
月
９
日
f
〜
１５
日
e
 

・
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
…
５
月
２９
日
e
〜

６
月
３
日
c
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）
 

 
子
宮
が
ん
医
療
機
関
受
診
の
８
・
９
月

分
は
、
７
月
４
日
f
〜
８
日
c
、
１０
月
分

と
集
団
検
診
車
受
診
分
は
、
９
月
１８
日

e
・
１９
日
f
で
す
。
 

※
電
話
で
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

※
申
込
初
日
は
大
変
混
雑
し
、
待
ち
時
間

が
長
く
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

●
対
象
 

・
市
内
に
お
住
ま
い
の
人
 

・
各
検
診
の
対
象
年
齢
の
人
 

●
検
診
費
用
・
定
員
　
下
表
に
記
載
さ
れ

て
い
る
と
お
り
（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締

め
切
り
ま
す
）
。
 

●
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
q

３
７
‐
３
５
１
１
）
ま
で
。
 

         

平成２０年度がん検診等申込日程表 

※検診時間は申込時にお知らせします。　※検診によって申込日が異なっていますので、ご注意ください。　※対象年齢は平成２１年３月３１日現在での年齢です。 
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窓
口
で
の
本
人
確
認
が
法
律
 

上
の
ル
ー
ル
に
な
り
ま
す
 

古
代
米
で
稲
づ
く
り
農
業
体
 

験
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
 

史
跡
公
園
月
釜
 

      　
戸
籍
法
お
よ
び
住
民
基
本
台
帳
法
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
５
月
１
日
か
ら
、
各
種

証
明
書
（
戸
籍
謄
抄
本
・
住
民
票
の
写
し

等
）
の
交
付
請
求
お
よ
び
、
戸
籍
の
届
出

（
養
子
縁
組
・
協
議
離
縁
・
婚
姻
・
協
議

離
婚
ま
た
は
、
認
知
届
）
や
転
出
入
等
の

届
出
（
転
入
・
転
居
・
転
出
・
世
帯
変
更

届
）
の
際
の
本
人
確
認
が
法
律
上
の
ル
ー

ル
に
な
り
ま
す
。
 

                

　
こ
れ
は
、
な
り
す
ま
し
に
よ
る
証
明
書

の
不
正
取
得
や
個
人
情
報
の
保
護
の
た
め
、

さ
ら
に
は
虚
偽
の
届
出
を
防
止
す
る
た
め

に
窓
口
で
の
本
人
確
認
を
実
施
す
る
も
の

で
す
。
 

　
来
庁
時
に
は
、
運
転
免
許
証
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
、
健
康
保
険
証
な
ど
、
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
 

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市
民
窓
口
係（
q

３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。
 

      　
農
業
の
生
産
者
と
市
民
の
交
流
や
食
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
稲

づ
く
り
を
す
る
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

稲
づ
く
り
は
、
農
家
の
指
導
で
参
加
者
が

協
同
で
行
い
ま
す
（
１
人
ま
た
は
、
家
族

で
も
参
加
で
き
ま
す
）
。
 

●
募
集
期
間
　
５
月
１
日
e
〜
２３
日
f
 

●
応
募
家
族
数
　
１５
家
族
（
１
人
で
も
可
。

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）
 

●
参
加
費
　
２
千
円
（
１
家
族
）
 

※
１
回
目
の
参
加
時
に
徴
収
し
ま
す
。
 

●
内
容
　
古
代
米
の
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
 

（
収
穫
）
ま
で
を
指
導
者
の
元
で
参
加
者
 

全
員
が
協
同
で
行
い
ま
す
（
収
穫
さ
れ
た
 

米
は
参
加
者
全
員
で
分
配
し
ま
す
）
第
１
 

回
目
は
６
月
上
旬
に
田
植
え
を
予
定
し
て
 

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
 

●
と
こ
ろ
　
東
町
白
山
２
５
２
 

●
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
農
政
係

（
q
３
８
‐
５
８
１
２
）
ま
で
。
 

             　
岩
倉
市
文
化
協
会
で
は
、
ご
家
族
で
お

茶
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
お
茶

会
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
普
段
着
で
気
軽
に
楽
し
め
る
お
茶
会
で

す
の
で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

●
と
き
　
５
月
１８
日
a
午
前
１０
時
〜
正
午

（
雨
天
決
行
）
 

●
と
こ
ろ
　
史
跡
公
園
鳥
居
建
民
家
（
大

地
町
野
合
５１
）
 

●
茶
券
　
１
席
３
０
０
円
（
お
抹
茶
と
お

菓
子
）
 

●
席
主
　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟
服
部
社
中
 

●
問
合
先
　
岩
倉
市
文
化
協
会
事
務
局（
生

涯
学
習
課
内
q
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

 

市民スペース・市民ギャラリー情報 
【第７２回岩倉絵画同好会作品展】 
sと　き　５月１２日b～１８日a 
　　　　　※最終日は午後４時３０分まで。 
s問合先　丹羽（q６６―３３３５）まで。 

【パソコン描画作品展】 
sと　き　５月１９日b～２５日a 
　　　　　※最終日は午後５時まで。 
s問合先　五十嵐（q３７－４４６５）まで。 

【ぐるうぷマイスペース写真展】 
sと　き　５月２６日b～６月１日a 
　　　　　※最終日は午後４時まで。 
s問合先　西尾（q３８－３６９９）まで。 
 

健康遊具をご利用ください 
　7自治総合センターの助成を受け、 

ふれあい広場（南部老人憩の家東隣） 

をリニューアルして健康遊具を設置 

しました。９つの遊具を使って関節 

や筋肉を動かすことで、身体機能や 

筋力の低下防止に効果があります。 

ぜひご利用ください。 

●問合先　生きがい課ふれあい係（q３８－５８１１）まで。 
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　最近、たくさんの忙しい人たちが、私に「ど
うやったら英語が上手になるの？」と聞いてき
ます。次のようにしたらどうでしょう。 
　まず、毎日英語の勉強時間を作ってください。
通勤途中や帰宅途中の電車の中、寝る前やラン
チタイムでもできます。１日３０分、それぞれ
１０分ずつできればレベルアップすることがで
きます。あまり長い時間勉強しないでください。
大人は家族や仕事、通勤など日常のことですご
く忙しいのです。 
　漫画は絵を見て読むことが同時にできるので、
勉強になると思います。洋書を扱う本屋さんには、英語と日本語で書かれている漫画がたくさんあります。
まず、簡単な漫画を読んだほうがいいです。話は子どもっぽいかもしれませんが、大切なことは読んで
理解することです。ＳＦ漫画や歴史漫画は読まないでください。現代の漫画を読んだほうがいいです。 
　映画もいいです。画面を見れば、キャラクターの気持ちが分かるし、あなたが聞きたい英語を聞くこ
とができます。リスニング能力を養う手助けにもなります。また映画には字幕もあるので状況を理解し
やすいです。漫画を薦めたときにもいいましたが、ＳＦ映画や歴史映画は見ないでください。それらの
映画には存在しない単語や言語が使われているかもしれません。ドラマやラブストーリーのほうが外国
人の考え方や異性の関係も表現されています。 
　映画や漫画には正しい英語が使われていないので、最初は難しいです。ペラペラ英語を話す人は普段
からたくさんの文法的なミスをしますが、彼らは他の人に自分の考えや気持ちを表現することができます。
それが大切なことなのです。私は完璧な文法よりもコミュニケーションのほうが大切だと思うからです。 
　多くの人が私の広報の写真はよくないと言うので、今回新しい写真をもって来ました！また今度ね！ 

　Recently, I have had many busy people ask me how they can improve their English. I 

have a few suggestions. 

First, try to make some time everyday to study English: on the train to work or home, 

before bed, or even during your lunch break. Thirty minutes a day, ten minutes each time 

is enough to greatly improve your English. Don’t study for too long. Adults are very busy 

with family, jobs, commuting, and many other daily things. 

　Comics are good because you can see the pictures and read the dialog at the same 

time. Foreign bookstores sell many English comics with Japanese also. At first try an 

easy comic. The story might be a little childish, but the important thing is to improve your 

reading and comprehension. Don’t read Sci-fi comics or comics that are from long ago. 

Try to read comics that are set now. 

　Movies are great too. You can see feeling and also listen to fluent English in any dialect 

you want. They also help you with listening comprehension. Movies also have subtitles to 

help you understand the situation. Again, don’t watch movies that are in the future or in 

the far past. These movies use words and language that might not exist. Drama movies 

and love stories are very good because you can also understand foreigners more and how 

we express ourselves to situations and members of the opposite sex. 

　Movies and comics might be difficult at first, because proper English is not used. Fluent 

speakers make many grammatical errors in speech everyday, but they can express their 

ideas and emotions to others. That’s what is important. I think that it’s more important to 

communicate than to have perfect grammar. 

　Many people also tell me that my picture for this article isn’t very good. So this time I 

have a new one! 

See you next time!

楽しく英語学習 
岩倉市国際交流員 

JOHN  HEALEY
ヒーリー・ジョン 
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歯科衛生士すこやか日誌 

　
お
口
に
は
「
食
べ
る
」
「
話
す
」
「
表
情
を

つ
く
る
」
な
ど
大
切
な
機
能
が
あ
り
ま
す
。
人

間
的
な
豊
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
く
う
え
で
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。
 

　
下
の
グ
ラ
フ
は
、
１
人
当
た
り
の
歯
の
平
均

歯
数
を
年
代
別
に
表
し
た
も
の
で
す
。
６５
歳
を

境
に
歯
の
平
均
歯
数
が
２０
本
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
一
般
的
に
こ
の
年
代
く
ら
い
か

ら
歯
周
病
が
重
症
化
し
て
し
ま
う
こ
と
と
、
歯

ぐ
き
の
退
縮
に
よ
っ
て
、
歯
根
が
露
出
し
、
根

面
む
し
歯
が
で
き
や
す
く
な
る
こ
と
が
原
因
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
ま
た
、
高
齢
に
な
る
と
「
食
べ
る
」
「
飲
み

込
む
」
と
い
っ
た
口
腔
機
能
の
低
下
も
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
「
誤
嚥
性
肺
炎
」
と
い
う
重
い

病
気
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
「
誤

嚥
性
肺
炎
」
は
飲
み
込
む
機
能
の
低
下
に
よ
り

口
の
中
の
細
菌
が
食
べ
た
物
と
一
緒
に
肺
へ
持

ち
込
ま
れ
て
発
症
す
る
病
気
で
す
。
 

　
今
年
度
よ
り
、
新
規
事
業
と
し
て
「
６５
歳
節

目
歯
科
健
康
診
査
〜
歯
ッ
ス
ル
健
診
〜
」
を
行

い
ま
す
。
６５
歳
の
時
点
で
の
自
分
の
お
口
や
体

の
状
態
を
再
確
認
し
、
今
後
の
人
生
を
健
康
に

過
ご
す
た
め
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。
 

▼
対
象
　
６５
歳
に
な
る
人
（
昭
和
１８
年
４
月
１

日
生
ま
れ
〜
昭
和
１９
年
３
月
３１
日
生
ま
れ
）
 

▼
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

▼
内
容
　
歯
牙
・
歯
周
診
査
、
口
腔
機
能
チ
ェ

ッ
ク
、
体
力
チ
ェ
ッ
ク
、
認
知
力
チ
ェ
ッ
ク
、

口
臭
測
定
（
希
望
者
）
な
ど
 

▼
実
施
日
　
左
記
の
表
の
と
お
り
（
対
象
月
に

個
別
通
知
を
し
ま
す
）
 

▼
時
間
　
午
後
１
時
〜
２
時
３５
分
（
予
約
さ
れ

た
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）
 

▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
ま

す
（
電
話
可
）
。
 
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
q
３
７

‐
３
５
１
１
）
ま
で
。
 

 

６５歳節目歯科健康診査 
～歯ッスル健診～ 

　アメリカでの自立の精神は、個性や能力
の尊重と女性の社会進出をすすめる大きな
要因といわれています。 
　我々も自立について、真剣に考えるべき
ではないでしょう 
●問合先　生涯学習課生涯学習係（☎３８
‐５８１９）まで。 

●自　立● 

厚生労働省：平成１７年度歯科疾患実態調査 

一人平均現在歯数 
（本） 
３０ 

２５ 

２０ 

１５ 

１０ 

５ 

０ （
歳
） 

８５
〜
 

８０
〜
８４
 

７５
〜
７９
 

７０
〜
７４
 

６５
〜
６９
 

６０
〜
６４
 

５５
〜
５９
 

５０
〜
５４
 

４５
〜
４９
 

４０
〜
４４
 

 

６ 
８．９ 

１０．７ 

１５．２ 
１８．３ 

２１．３ 
２３．６ ２４．８ 

２６．４ ２７．５ 

ご 

え
ん 

せ
い 

は
い 
え
ん 

昭
和
１８
年
４
・
５
月
生
ま
れ
 

昭
和
１８
年
６
・
７
月
生
ま
れ
 

昭
和
１８
年
８
・
９
月
生
ま
れ
 

昭
和
１８
年
１０
・
１１
月
生
ま
れ
 

昭
和
１８
年
１２
月
・
昭
和
１９
年
１
月
生
ま
れ
 

昭
和
１９
年
２
・
３
月
生
ま
れ
 

　
平
成
２０
年
５
月
９
日
f
 

　
平
成
２０
年
７
月
３０
日
d
 

　
平
成
２０
年
９
月
１１
日
e
 

　
平
成
２０
年
１１
月
１７
日
b
 

　
平
成
２１
年
１
月
２８
日
d
 

　
平
成
２１
年
３
月
９
日
b

実
施
日
 

対
　
象
 

※
都
合
の
悪
い
場
合
は
他
の
日
程
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
 



問合先（岩倉市役所）　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp
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●
児
童
館
日
曜
・
祝
日
開

館
行
事
 

  　
児
童
館
で
は
、
日
曜
・
祝
日

開
館
に
合
わ
せ
て
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
に
よ
る
行
事
を
開
催

し
ま
す
。
 

　
親
子
で
、
ま
た
子
ど
も
だ
け

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

昔
の
遊
び
・
紙
芝
居
 

▼
と
き
　
５
月
１１
日
A
午
後
１

時
３０
分
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
第
五
児
童
館
（
岩

倉
団
地
）
 

▼
指
導
　
イ
キ
イ
キ
ラ
イ
フ
の

会
 

▼
参
加
費
　
無
料
 

▼
問
合
先
　
第
一
児
童
館
（
q

３
８
‐
１
１
０
６
）
 

  ●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
 

  　
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月

ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

い
て
い
ま
す
。
 

　
５
月
は
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を

歌
う
こ
と
が
大
好
き
な
仲
間
が

集
ま
っ
て
結
成
し
た
「
い
わ
く

ら
フ
ォ
ー
ク
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」

の
皆
さ
ん
で
す
。
 

　
今
回
は
、
お
客
さ
ま
か
ら
の

リ
ク
エ
ス
ト
も
演
奏
し
ま
す
。
 

　
入
場
は
無
料
で
す
。
 

▼
と
き
　
５
月
１８
日
A
午
後
２

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル
 

▼
出
演
者
　
い
わ
く
ら
フ
ォ
ー

ク
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
 

▼
曲
目
　
昔
懐
か
し
い
フ
ォ
ー

ク
ソ
ン
グ
 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
（
q
６
６
‐
６

７
０
０
）
 

  ●
尾
張
北
部
の
文
化
財
め

ぐ
り
〜
木
曽
川
鵜
飼
と

岩
倉
の
文
化
財
を
め
ぐ

る
散
歩
道
〜
 

  　
「
鵜
飼
」
を
見
学
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
木
曽
川
流
域
に
古

く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
文
化
を
体

感
し
ま
す
。
当
日
は
鵜
匠
さ
ん

の
解
説
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

　
ま
た
、
岩
倉
市
の
指
定
文
化

財
の
山
車
の
見
学
・
指
定
史
跡

山
内
一
豊
誕
生
地
碑
を
訪
れ
ま

す
。
 

▼
主
催
　
尾
張
北
部
広
域
行
政

圏
協
議
会
 

▼
と
き
　
６
月
２２
日
A
（
鵜
飼
 

中
止
の
場
合
は
、
明
治
村
を
見
 

学
し
ま
す
）
 

▼
集
合
場
所
・
時
間
　
小
牧
市
 

市
民
会
館
…
午
前
９
時
、
江
南
市
 

民
文
化
会
館
…
午
前
８
時
３０
分
、
 

愛
知
北
農
協
岩
倉
支
店
…
午
前

９
時
３０
分
 

▼
解
散
場
所
・
予
定
時
間
　
小
 

牧
市
市
民
会
館
…
午
後
２
時
４５

分
、
江
南
市
民
文
化
会
館
…
午

後
２
時
１５
分
、
愛
知
北
農
協
岩

倉
支
店
…
午
後
３
時
１５
分
（
明

治
村
見
学
の
場
合
は
、
解
散
予

定
は
約
１
時
間
３０
分
ほ
ど
遅
く

な
り
ま
す
）
 

▼
見
学
コ
ー
ス
　
岩
倉
市
指
定
 

文
化
財
山
車
・
岩
倉
市
指
定
史
 

跡
山
内
一
豊
誕
生
地
碑
（
岩
倉
 

市
）
↓
鵜
飼
（
犬
山
市
）
 

▼
参
加
料
　
中
学
生
以
上
…
３

千
円
、
小
学
生
…
２
千
円
（
バ

ス
代
、
鵜
飼
見
学
、
昼
食
代
、

保
険
料
を
含
み
ま
す
）
 

※
移
動
中
の
飲
物
は
、
各
自
で

ご
用
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
文

化
財
め
ぐ
り
行
程
中
の
飲
酒
は

禁
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

▼
対
象
　
小
学
校
４
年
生
以
上

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）
 

▼
定
員
　
５０
人
　
 

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。
 

▼
申
込
方
法
　
５
月
１６
日
F（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
希
望
す
る
集
合
場
所
（

氏
名
と
年
齢
は
参
加
者
全
員

）
を
記
入
し
、
岩
倉
市
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
（
〒
４
８
２
‐
８
６
８
６

〔
住
所
不
要
〕
）
へ
お
送
り
く

だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係
（
q
３
８
‐
５
８
１
９
） 

         ●
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

こ
い
の
ぼ
り
づ
く
り
 

        　
岩
倉
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

こ
い
の
ぼ
り
づ
く
り
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

こ
い
の
ぼ
り
づ
く
り
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。
 

　
制
作
風
景
の
見
物
だ
け
で
も

歓
迎
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
５
月
２４
日
G
午
前
１０

時
〜
２５
日
A
午
後
４
時
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▼
と
こ
ろ
　
第
一
児
童
館
お
よ

び
中
島
屋
幟
店
（
の
ん
ぼ
り
や
、

豊
国
橋
西
側
）
 

▼
募
集
人
数
　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
…
１２
家
庭
、
こ
い
の
ぼ
り

づ
く
り
…
８
人
程
度
 

▼
費
用
　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

…
無
料
、
こ
い
の
ぼ
り
づ
く
り

…
会
員
ま
た
は
、
外
国
の
人
３

０
０
円
、
非
会
員
５
０
０
円
 

※
弁
当
が
必
要
な
人
は
別
料
金

（
１
食
４
０
０
円
程
度
）
 

▼
申
込
期
限
　
５
月
１１
日
A
 

▼
そ
の
他
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

ゲ
ス
ト
は
、
名
古
屋
芸
術
大
学

の
留
学
生
お
よ
び
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

（
国
際
協
力
機
構
）
の
研
修
生

で
す
。
ゲ
ス
ト
は
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
宅
に
１
泊
し
、
こ
い
の

ぼ
り
を
作
り
ま
す
。
 

　
希
望
者
多
数
の
場
合
に
は
当

協
会
に
て
調
整
（
外
国
の
人
が

優
先
）
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
国

際
交
流
協
会
　
井
上
（
q
６
６

‐
３
１
９
２
）
ま
た
は
、
中
山

（
q
６
６
‐
８
５
７
３
）
 

  ●
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室
 

  　
岩
倉
市
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、

次
の
と
お
り
初
心
者
テ
ニ
ス
教

室
を
開
き
ま
す
。
 

▼
と
き
　
５
月
２５
日
A
〜
６
月

２９
日
A
ま
で
の
６
回
毎
週
日
曜

日
午
前
９
時
〜
１１
時
 

▼
と
こ
ろ
　
野
寄
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
 

▼
対
象
　
市
内
に
在
住
・
在
勤

の
１６
歳
以
上
の
男
女
（
学
生
を

除
く
）
 

▼
参
加
料
　
１
千
５
０
０
円（
保

険
代
含
む
）
 

▼
定
員
　
２０
人
程
度
 

▼
持
ち
物
　
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、

ラ
ケ
ッ
ト
等
（
ラ
ケ
ッ
ト
の
貸

出
し
有
り
）
 

▼
申
込
締
切
日
　
５
月
１７
日
G
 

※
締
切
日
以
前
で
も
、
定
員
に

な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。
 

▼
申
込
方
法
　
岩
倉
市
体
育
協

会
事
務
局
（
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
内
q
６
６
‐
２
２
２

２
）
に
、
参
加
料
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
テ
ニ
ス
協
会
　
渡

辺
（
q
６
６
‐
４
４
５
７
）
 

  ●
少
年
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
教
室
 

  　
岩
倉
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

で
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
を

開
き
ま
す
。
 

▼
と
き
　
５
月
１７
日
G
〜
６
月

１４
日
G
ま
で
の
５
回
毎
週
土
曜

日
午
後
１
時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
中
央
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
 

▼
対
象
　
小
学
校
１
〜
６
年
生

の
男
女
 

▼
参
加
料
　
７
５
０
円
（
保
険

代
含
む
）
 

▼
定
員
　
２０
人
 

▼
持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
グ
ロ
ー

ブ
、
水
筒
、
帽
子
 

▼
服
装
　
長
ズ
ボ
ン
で
運
動
の

で
き
る
服
装
 

▼
申
込
期
限
　
５
月
１５
日
E
　
 

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

当
日
以
降
も
受
け
付
け
し
ま
す
。
 

▼
申
込
先
　
岩
倉
市
体
育
協
会

事
務
局
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
内
q
６
６
‐
２
２
２
２
）
 

▼
問
合
先
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
　
西
（
q
０
９
０
‐
３
２
５

３
‐
６
６
０
１
）
 

  ●
訪
問
調
査
員（
保
健
師
・

看
護
師
・
介
護
支
援
専

門
員
） 

  　
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
要

介
護
認
定
の
た
め
の
訪
問
調
査

に
携
わ
る
保
健
師
・
看
護
師
ま

た
は
、
介
護
支
援
専
門
員
を
募

集
し
ま
す
。
 

▼
勤
務
内
容
　
介
護
保
険
要
介

護
認
定
申
請
者
宅
を
訪
問
し
、

調
査
を
行
い
ま
す
。
　
　
　
　

▼
勤
務
日
・
時
間
　
週
３
日
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
（
６
時

間
）
 
　
　
 

▼
賃
金
　
１
時
間
１
千
２
１
０
円
 

▼
募
集
人
員
　
１
人
 

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
市
販

の
も
の
）
、
保
健
師
・
看
護
師

免
許
証
ま
た
は
、
介
護
支
援
専

門
員
登
録
証
明
書
の
写
し
　
　

▼
問
合
先
　
生
き
が
い
課
介
護

保
険
係
（
q
３
８
‐
５
８
１
１
） 

  ●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
パ
ー
ト
職
員
 

  ▼
勤
務
内
容
　
介
護
保
険
要
支

援
１
・
２
の
介
護
予
防
プ
ラ
ン

作
成
業
務
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
調
 

整
、
プ
ラ
ン
作
成
等
）
　
　
　

▼
勤
務
日
・
時
間
　
週
３
〜
５
 

 

日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
６
 

時
間
）
 

※
日
数
に
つ
い
て
は
応
相
談
 
 

▼
賃
金
　
１
時
間
１
千
２
１
０
円
 

▼
資
格
　
看
護
師
、
保
健
師
、

介
護
支
援
専
門
員
、
社
会
福
祉

士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
取
得

し
て
い
る
人
 

▼
経
験
年
数
　
資
格
を
取
得
し
、

１
年
以
上
の
勤
務
経
験
の
あ
る
人
 

▼
募
集
人
員
　
１
人
 

▼
採
用
予
定
日
　
６
月
２
日
B
 

※
詳
し
く
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
申
込
・
問
合
先
　
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
q
３
８
‐
０

３
０
３
）
 

　「しちどぎつね」（作・絵　大型紙芝居作成
実行委員会　１６場面）の落語大型紙芝居が完
成しました。 
　お伊勢まいりに出かけた、きろくさんとせい
はちさん。偶然けとばし　小石が　しちどぎつ
ねにあたったからさあたいへん！　一度うらみ
をもつと七度化かすというしちどぎつねにだま
されて珍道中！ 
　団体貸し出しが始まりましたのでぜひご利用
ください。 
s問合先　図書館（q３７-６８０４） 

大型紙芝居を貸し出します 
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  ●
一
宮
地
場
産
業
「
Ｆ
Ｄ

Ｃ
手
織
教
室
」
受
講
生
 

  　
一
宮
地
場
産
業
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
（
略
称

「
Ｆ
Ｄ
Ｃ
」
）
で
は
繊
維
産
業

の
発
展
と
地
域
文
化
の
向
上
を

目
指
し
て
各
種
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
一
環

と
し
て
、
「
Ｆ
Ｄ
Ｃ
手
織
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。
初
心
者
を
対

象
と
し
た
講
座
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
６
月
１９
日
E
、
２６
日

E
、
７
月
３
日
E
、
１０
日
E
、

１７
日
E
、
２４
日
E
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時
３０
分
（
６
月
１９
日
は

午
後
２
時
〜
４
時
）
　
 

▼
と
こ
ろ
　
江
南
市
民
文
化
会

館
２
階
第
２
会
議
室
（
江
南
市

北
野
町
川
石
２５
‐
１
）
 

▼
講
師
　
手
織
工
房
　
や
ま
も

も
　
駒
澤
悦
子
さ
ん
 

▼
内
容
　
マ
フ
ラ
ー
サ
イ
ズ
の

布
地
 

▼
受
講
料
　
３
千
円
（
他
に
材

料
費
が
１
千
円
程
度
必
要
）
 

▼
定
員
　
２０
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）
 

▼
申
込
期
間
　
５
月
１２
日
B
〜

２３
日
F
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
 

▼
申
込
方
法
　
&
一
宮
地
場
産

業
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
（
一
宮
市
大
和
町
馬
引

字
南
正
亀
４
‐
１
q
０
５
８
６

‐
４
６
‐
１
３
６
１
）
ま
で
電

話
か
、
窓
口
で
直
接
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
 

  ●
母
子
家
庭
等
就
業
支
援

講
習
会
受
講
生
〜
パ
ソ

コ
ン（
初
級
）・
医
療
事

務
・
経
理
事
務
〜
 

  　
&
愛
知
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会
で
は
、
母
子
家
庭
の

母
等
が
就
職
に
結
び
つ
く
可

能
性
の
高
い
技
能
・
資
格
を

習
得
す
る
た
め
の
講
習
会
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
 

▼
応
募
資
格
　
愛
知
県
内
に
在

住
の
母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡

婦
で
、
全
日
程
出
席
で
き
る
人
 

▼
募
集
講
座
・
日
程
　
表
の
と

お
り
 

▼
申
込
方
法
　
受
講
申
込
書
を

福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
定
員
　
各
講
習
２０
人
（
た
だ

し
、
医
療
事
務
Ｂ
班
の
み
４０
人
、

各
講
習
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
）
 

▼
受
講
料
　
原
則
無
料
（
交
通

費
は
自
己
負
担
）
 

▼
募
集
期
間
　
５
月
９
日
F
〜

３０
日
F
 

▼
講
習
会
場
　
 

・
パ
ソ
コ
ン
講
習
（
初
級
）
…

名
古
屋
情
報
メ
デ
ィ
ア
専
門
学

校
（
栄
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
）
 

・
医
療
事
務
…
国
際
医
療
管
理

専
門
学
校
（
名
古
屋
校
）
 

・
経
理
事
務
…
名
古
屋
経
営
会

計
専
門
学
校
５
号
館
 

▼
問
合
先
　
&
愛
知
県
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
（
q
０
５
２
‐

９
１
５
‐
８
８
６
２
）
ま
た
は
、

福
祉
課
福
祉
係
（
q
３
８
‐
５

８
０
９
）
 

 

 

　ご家庭で眠っている不用品の有効利用と、むだのない消
費生活のために不用品データバンクをご活用ください。物
品のやりとりは、当事者間で話し合っていただきます。 
登録物品（３月３１日現在）
s譲ります（有償） 
sあげます（無償） 
 
 

s求めます 
 

s岩倉市ホームページ　（http://www.city.iwakura.aichi.jp）
でも確認できます。 
s問合先　商工農政課商工観光係（q３８－５８１２） 

A型ベビーカー 
バギー、ベビー布団、B型ベビーカー
A型ベビーカー、勉強机と椅子、ワー
プロ、起工業高等学校昼間定時制女子
用制服 
全自動洗濯機、加湿器、二段ベット、
布団、自転車、子ども乗せシート付き
自転車（後部）、テレビ、工業用ミシン 

★不用品データバンク★ 

こ
ま 

ざ
わ 

え
つ 

こ 

７
月
 

８
月
 

９
月
 

７
月
 

８
月
 

９
月
 

　7日（月）・14日（月）・15日（火）・ 
22日（火）・28日（月）・29日（火） 
 

　4日（月）・　5日（火）・18日（月）・ 
19日（火）・25日（月）・26日（火） 
 

　1日（月）・　2日（火）・　8日（月）・　 
　9日（火）・16日（火）・22日（月） 
 

パソコン講習 

　9日（水）・10日（木）・16日（水）・ 
17日（木）・23日（水）・24日（木）・ 
30日（水） 

　6日（水）・　7日（木）・20日（水）・ 
21日（木）・27日（水）・28日（木） 
 

　3日（水）・　4日（木）・10日（水）・ 
11日（木）・17日（水） 

７
月
 

８
月
 

９
月
 

10日（木）・16日（水）・17日（木）・ 
23日（水）・24日（木）・30日（水）・ 
31日（木） 

　6日（水）・　7日（木）・20日（水）・ 
21日（木）・27日（水）・28日（木） 
 

　3日（水）・　4日（木）・10日（水）・ 
11日（木）・18日（木） 
 

７
月
 

８
月
 

９
月
 

14日（月）・15日（火）・22日（火）・ 
28日（月）・29日（火） 
 

　4日（月）・　5日（火）・18日（月）・ 
19日（火）・25日（月）・26日（火） 
 
　1日（月）・　2日（火）・　8日（月）・　 
　9日（火）・16日（火）・22日（月）・ 
30日（火） 

医療事務（Ａ班） 医療事務（Ｂ班） 経理事務 

※講習時間は、いずれの講習も午前10時30分～午後3時10分 
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希
望
の
家
協
働
事
業
 

●
子
ど
も
の
た
め
の
自
然
体

験
活
動
指
導
者
養
成
講
座
 

          　
自
然
と
環
境
の
関
わ
り
を
重

視
し
た
体
験
活
動
が
、
子
ど
も

の
心
と
体
の
成
長
に
活
動
を
通

し
て
、
「
生
き
る
力
」
と
「
感

性
」
を
育
む
た
め
の
活
動
と
し

て
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
希
望
の
家
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
と
協
働
し
て
専
門
的
講
師
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
体
験
活

動
の
指
導
・
支
援
に
あ
た
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
を
養
成
す

る
た
め
、
指
導
者
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
 

▼
対
象
　
１８
歳
以
上
の
大
学
・

短
大
・
専
門
学
生
お
よ
び
、
社

会
人
の
人
で
子
ど
も
の
た
め
の

体
験
活
動
指
導
者
に
興
味
が
あ

る
人
、
ま
た
は
、
希
望
の
家
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
と
し
て

活
動
し
た
い
人
 

▼
定
員
　
４０
人
（
各
回
ご
と
の

参
加
も
可
能
で
す
が
、
応
募
多

数
の
場
合
６
回
の
講
座
を
受
講

さ
れ
る
人
を
優
先
し
ま
す
）
 

▼
講
師
　
篠
田
陽
作
、
浅
野
智

恵
美
（
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
、
 

相
馬
順
子
（
日
展
会
友
）
ほ
 

か
 

▼
主
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
わ
く
わ

く
体
験
隊
 

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
直
接
希

望
の
家
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
水
曜
日
は
休
館
）
。
 

▼
申
込
期
限
　
５
月
１８
日
A
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
希
望
の
家

（
q
３
７
‐
４
１
９
１
）
 

        ●
軽
自
動
車
税
の
減
免
 

  　
身
体
・
精
神
に
障
害
の
あ
る

人
で
歩
行
が
困
難
な
人
ま
た
は
、

年
齢
が
１８
歳
未
満
で
身
体
・
精

神
に
障
害
の
あ
る
人
で
歩
行
が

困
難
な
人
と
生
計
を
同
じ
に
す

る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
の

税
金
を
減
免
し
ま
す
。
 

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
　
印
鑑
、

運
転
免
許
証
、
身
体
障
害
者
手

帳
等
（
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
を
お
持
ち
の
人
は
、
自
立

支
援
医
療
受
給
者
証
が
必
要
で

す
）
、
平
成
２０
年
度
軽
自
動
車

税
納
税
通
知
書
 

▼
申
請
期
限
　
５
月
２６
日
B
 

▼
申
請
・
問
合
先
　
税
務
課
課

税
第
１
係
（
q
３
８
‐
５
８
０

６
）
 

 

        ●
８
０
２
０
歯
の
健
康
コ

ン
ク
ー
ル
 

          ▼
対
象
　
市
内
に
在
住
の
８０
歳

以
上
の
人
（
昭
和
４
年
３
月
３１

日
以
前
生
ま
れ
）
で
２０
本
以
上

歯
の
あ
る
健
康
な
人
 

▼
応
募
方
法
　
９
月
３０
日
C
ま

で
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
か
市
内

歯
科
医
院
へ
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
市
内
歯
科
医
院
ま
た
は
、

８
月
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行

う
成
人
歯
科
健
康
診
査
で
歯
の

状
態
を
診
査
し
ま
す
。
 

▼
表
彰
　
１１
月
に
開
催
さ
れ
る

「
い
わ
く
ら
市
民
ふ
れ
愛
ま
つ

り
」
で
表
彰
状
、
記
念
品
を
お

渡
し
し
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー（
q

３
７
‐
３
５
１
１
）
 

 

し
の 

え 

み 

だ 

よ
う 

さ
く 

あ
さ 

そ
う 

ま 

じ
ゅ
ん 

こ 

は
ち 

ま
る 

に
い 

ま
る 

の 

ち 

 

指導者養成講座の内容 

冬の救急法と竹を使った自然体験活動 
冬の自然体験で必要となる救急法と竹 
をテーマとした自然体験活動 

内　　　容 

5,000円 

5,000円 

2,000円 

2,000円 

1,500円 

1,500円 

と　き ところ 参加費用 

5/24(土) 
～25(日)

5/31(土) 
～6/1(日) 

 

6/　7(土)

6/14(土) 
 

10/18(土)

11/15(土) 
 

希望の家 

希望の家 

希望の家 

希望の家 

希望の家 

愛・地球博 
記念公園 

キャンプ研修1（1泊2日） 
自然体験活動の意義・常識・マナー、 
火の扱いと野外炊飯の研修　 
 キャンプ研修2（1泊2日） 
キャンプファイヤー、環境学習と子ども 
の感性を育む自然体験活動 

感性を育む自然体験活動 
日展会友講師による身近な自然の不思議・ 
美しさの発見と表現 
 ネイチャーゲームの創作 
チームビルディングを意識したネイチャー 
ゲームの創作 　 
 インタープリター入門 
現役インタープリターによる入門講座 



平成20年5月1日 18

  ●
江
南
厚
生
病
院
開
院
 

  　
愛
北
病
院
と
昭
和
病
院
を
統

合
し
、
江
南
厚
生
病
院
が
５
月

１
日
E
に
開
院
し
ま
す
。
 

▼
各
科
外
来
　
５
月
７
日
D
か

ら
診
療
開
始
（
５
月
１
日
E
〜

６
日
C
は
休
診
し
ま
す
）
 

▼
救
急
外
来
診
療
開
始
　
５
月

１
日
E
午
前
８
時
３０
分
〜
 

▼
住
所
　
江
南
市
高
屋
町
大
松

原
１
３
７
番
地
 

▼
問
合
先
　
江
南
厚
生
病
院（
q

５
１
‐
３
３
３
３
）
 

  
講
演
会
 

●
糖
尿
病
を
予
防
し
よ
う
 

  　
近
年
、
糖
尿
病
予
備
軍
の

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
糖
尿

病
に
な
る
か
ど
う
か
は
、
生

活
習
慣
が
大
き
く
影
響
し
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
糖
尿
病
に
関
す
る
正
し
い
知

識
を
持
ち
、
生
活
習
慣
と
の
関

連
を
知
り
ま
し
ょ
う
。
 

▼
と
き
　
５
月
２９
日
E
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
視
聴
覚
室
 

▼
内
容
　
講
演
「
糖
尿
病
を
予

防
し
よ
う
」
 

▼
講
師
　
犬
山
中
央
病
院
副
院

長
　
井
上
洋
さ
ん
 

▼
対
象
　
糖
尿
病
予
防
に
関
心

の
あ
る
人
 

▼
申
込
方
法
　
５
月
２６
日
B
ま

で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
電
話
可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン

タ
ー
（
q
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

  
講
演
会
 

●
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
を
予
防
し
よ
う
 

  　
昨
年
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
」
と
い
う
言
葉
が
大

ブ
ー
ム
を
引
き
起
こ
し
、
皆
さ

ん
も
ず
い
ぶ
ん
耳
慣
れ
て
き
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
 

　
肥
満
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
糖

尿
病
や
脂
質
異
常
症
（
高
脂

血
症
）
、
高
血
圧
な
ど
、
１
つ

１
つ
は
軽
症
で
も
動
脈
硬
化
の

危
険
因
子
を
複
数
合
わ
せ
持
っ

て
い
る
状
態
を
「
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
い
い
ま

す
。
 

　
こ
の
状
態
が
長
く
続
く
と
、

動
脈
硬
化
が
進
み
、
心
臓
病
等

を
引
き
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

軽
症
の
と
き
に
こ
そ
、
予
防
が

必
要
で
す
。
こ
の
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
す
る

た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、

生
活
習
慣
と
の
関
連
を
知
り
、

自
分
や
家
族
の
健
康
に
役
立
て

て
み
ま
せ
ん
か
。
 

▼
と
き
　
５
月
２１
日
D
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
視
聴
覚
室
 

▼
内
容
　
講
演
「
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
し
よ

う
」
 

▼
講
師
　
名
古
屋
大
学
大
学
院

公
衆
衛
生
学
教
室
准
教
授
八
谷

寛
さ
ん
 

▼
対
象
　
生
活
習
慣
病
予
防
に

関
心
の
あ
る
人
 

▼
申
込
方
法
　
５
月
１６
日
F
ま

で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
電
話
可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン

タ
ー
（
q
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

  ●
貧
血
予
防
の
た
め
の
栄

養
教
室
 

  　
鉄
分
は
体
内
で
は
生
成
さ
れ

ず
、
食
べ
物
か
ら
、
摂
取
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
栄
養
素
の
ひ

と
つ
で
す
。
貧
血
の
多
く
は
、

欠
食
や
偏
食
な
ど
に
よ
る
鉄
分

の
摂
取
不
足
が
原
因
で
、
は
じ

め
の
う
ち
は
自
覚
症
状
が
少
な

い
の
も
特
徴
で
す
。
体
内
の
鉄

分
不
足
が
続
く
と
、
め
ま
い
・

疲
労
感
・
倦
怠
感
な
ど
の
症
状

が
現
れ
ま
す
。
 

　
貧
血
を
予
防
す
る
た
め
に
日

常
の
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
 

▼
と
き
　
６
月
６
日
F
午
前
９

時
３０
分
〜
午
後
零
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
栄
養
指
導
室
 

▼
内
容
　
講
義
「
貧
血
と
予
防

の
た
め
の
食
事
」
、
調
理
実
習
 

▼
対
象
　
貧
血
予
防
に
関
心
が

あ
り
、
同
テ
ー
マ
の
栄
養
教
室

に
初
め
て
参
加
す
る
人
（
男
女

は
問
い
ま
せ
ん
）
　
　
　
 

▼
定
員
　
２４
人
（
先
着
順
）
 

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
 

▼
申
込
方
法
　
５
月
８
日
E
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

ま
す
（
電
話
可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン

タ
ー
（
q
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

  ●
い
き
い
き
女
性
の
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
〜
産
後
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
教
室
〜
 

  　
産
後
は
、
身
体
の
回
復
を
は

か
る
時
期
で
あ
る
と
と
も
に
、

育
児
と
い
う
新
し
い
仕
事
が
増

え
、
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も

負
担
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
の

機
会
に
マ
マ
自
身
の
健
康
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
楽

し
く
運
動
し
て
、
心
も
体
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。
 

▼
と
き
　
５
月
２６
日
B
午
前
１０

時
〜
１１
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
視
聴
覚
室
 

▼
内
容
　
健
康
ミ
ニ
講
座
、
体

脂
肪
測
定
、
運
動
実
技
（
ス
ト

レ
ッ
チ
・
軽
い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
） 

▼
講
師
　
健
康
運
動
指
導
士
　

水
谷
純
子
さ
ん
 

▼
対
象
　
４
〜
９
か
月
児
の
母

親
 

▼
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）
 

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お

子
さ
ん
と
一
緒
に
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。
 

▼
持
ち
物
　
室
内
用
の
靴
、
タ

オ
ル
 

▼
申
込
　
５
月
７
日
D
か
ら
受

け
付
け
ま
す
（
電
話
可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン

タ
ー
（
q
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

        ●
側
溝
ふ
た
揚
げ
機
を
貸

し
出
し
ま
す
 

  　
側
溝
の
清
掃
を
さ
れ
る
人
に
、

側
溝
ふ
た
揚
げ
機
を
貸
し
出
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
土
木
課
維
持
管
理

係
（
q
３
８
‐
５
８
１
３
）
 

 

い
の 

う
え 

や
つ 

み
ず 

た
に 

じ
ゅ
ん 

こ 

や 

ひ
ろ
し 

け
ん 

た
い 

か
ん 

ひ
ろ
し 
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５
月
１５
日
E
〜
２１
日
D
 

●
総
合
治
水
推
進
週
間
 

  進
む
開
発
と
高
ま
る
浸
水
被
害

の
危
険
性
 

　
田
や
畑
な
ど
に
は
雨
水
を
一

時
的
に
貯
め
た
り
、
地
下
に
浸

透
さ
せ
る
機
能
が
あ
り
、
河
川

へ
の
雨
水
の
流
出
量
を
抑
え
る

働
き
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
今
日
で
は
開
発
が

進
み
、
地
表
面
が
コ
ン
ク
リ
ー

ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
覆
わ
れ
、

河
川
へ
短
い
時
間
で
多
く
の
雨

水
が
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ

た
た
め
に
洪
水
の
危
険
性
が
増

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
河
川
に

入
り
き
れ
な
い
雨
水
に
よ
っ
て
、

低
い
土
地
で
の
浸
水
被
害
の
危

険
性
も
増
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
た
め
、
田
畑
を
適
正
に

保
全
し
て
い
く
こ
と
が
、
河
川

や
下
水
道
等
の
整
備
と
合
わ
せ

て
、
非
常
に
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

浸
水
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
総
合

治
水
対
策
　
　
　
　
　
　
　
 

　
洪
水
や
浸
水
を
防
ぐ
た
め
、

川
幅
を
拡
げ
た
り
、
川
底
を
掘

る
な
ど
の
河
川
の
改
修
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
、

急
激
な
開
発
に
よ
っ
て
増
加
す

る
雨
水
を
安
全
に
流
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
流
域

内
に
雨
を
貯
め
た
り
、
地
下
に

浸
透
さ
せ
る
施
設
を
作
り
、
河

川
に
一
度
に
入
っ
て
く
る
雨
水

の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
必
要
で

す
。
 

　
こ
の
よ
う
に
、
「
河
川
の
改

修
」
と
「
流
域
内
で
の
対
策
」
、

さ
ら
に
洪
水
や
浸
水
が
起
こ
っ

た
と
き
の
「
警
戒
避
難
体
制
の

確
立
」
な
ど
を
合
わ
せ
て
実
施

し
、
被
害
の
防
止
を
図
る
こ
と

を
「
総
合
治
水
対
策
」
と
い
い
、

新
川
流
域
で
は
、
昭
和
５７
年
か

ら
愛
知
県
や
近
隣
市
町
と
と
も

に
「
総
合
治
水
対
策
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
 

「
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対

策
法
」
の
適
用
 

　
新
川
流
域
で
は
、
「
総
合
治

水
対
策
」
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
１２
年
に
東
海
豪
雨
に

よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
さ

ら
に
強
力
に
「
総
合
治
水
対

策
」
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
平
成

１８
年
１
月
１
日
か
ら
新
川
流
域

を
「
特
定
都
市
河
川
流
域
」
に

指
定
し
、
次
の
取
組
を
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
の
で
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

⁄
雨
水
浸
水
阻
害
行
為
の
許
可

等
 

　
田
畑
な
ど
締
め
固
め
ら
れ
て

い
な
い
土
地
で
行
う
５
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
開
発
（
雨

水
浸
透
阻
害
行
為
＝
土
地
か
ら

の
流
出
雨
水
量
を
増
加
さ
せ
る

お
そ
れ
の
あ
る
行
為
）
は
愛
知

県
知
事
等
の
許
可
が
必
要
で
、

許
可
に
あ
た
っ
て
は
、
技
術
的

基
準
に
従
っ
た
雨
水
貯
留
浸
透

施
設
の
設
置
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
 

¤
流
域
水
害
対
策
計
画
の
策
定
 

　
県
と
市
町
、
河
川
管
理
者
と

下
水
道
管
理
者
が
共
同
し
て
、

総
合
的
な
浸
水
被
害
対
策
を
推

進
す
る
計
画
を
策
定
し
、
事
業

を
実
施
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
流
域
水
害
対
策
計
画

は
平
成
１９
年
１０
月
に
公
表
さ
れ

ま
し
た
。
計
画
の
内
容
は
総
合

治
水
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
 

‹
保
全
調
整
池
の
指
定
 

　
宅
地
開
発
指
導
要
綱
等
に
基

づ
い
て
整
備
し
て
い
た
だ
い
た

既
設
の
防
災
調
整
池
を
保
全
調

整
池
に
指
定
し
、
保
全
を
図
り

ま
す
（
平
成
１９
年
３
月
に
７８
件

３
万
２
千
３
１
８
立
方
メ
ー
ト

ル
の
施
設
を
指
定
し
て
い
ま

す
）
。
 

›
都
市
洪
水
想
定
区
域
お
よ
び

都
市
浸
水
想
定
区
域
の
指
定
 

　
河
川
の
氾
濫
や
低
地
の
浸
水

が
想
定
さ
れ
る
区
域
を
指
定
し
、

区
域
に
お
け
る
円
滑
か
つ
迅
速

な
避
難
の
確
保
を
は
か
り
ま
す
。
 

雨
水
を
貯
留
し
た
り
、
地
下
に

浸
透
さ
せ
る
施
設
 

　
「
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害

対
策
法
」
の
適
用
に
よ
り
５
０

０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
開
発

の
際
に
は
、
法
に
基
づ
き
雨
水

貯
留
浸
透
施
設
の
設
置
が
必
要

に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
よ
り
小

規
模
の
開
発
や
既
存
宅
地
等
で

の
建
替
え
の
際
に
も
、
流
出
雨

水
量
の
抑
制
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
で
き
る

「
総
合
治
水
対
策
」
の
例
と
し

て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
を
ご
家
庭
な
ど
に

設
置
す
る
こ
と
で
、
河
川
に
一

度
に
入
っ
て
く
る
雨
水
の
量
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

﹇
浸
透
ま
す
﹈
 

　
屋
根
に
降
っ
た
雨
な
ど
を
集

め
る
雨
水
ま
す
に
浸
透
機
能
を

持
た
せ
る
こ
と
で
、
雨
水
を
地

中
に
し
み
込
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
 

﹇
浸
透
ト
レ
ン
チ
﹈
 

　
配
水
管
に
穴
が
開
い
て
い
て
、

こ
の
穴
か
ら
雨
水
が
地
中
に
し

み
込
み
ま
す
。
 

﹇
透
水
性
舗
装
﹈
 

　
雨
水
が
舗
装
の
中
を
通
り
抜

け
て
地
中
に
し
み
込
む
舗
装
で

す
。
 

﹇
貯
留
場
所
の
確
保
﹈
 

　
建
物
の
あ
い
た
ス
ペ
ー
ス
や

駐
車
場
を
少
し
下
げ
る
こ
と
な

ど
で
、
雨
水
が
貯
ま
る
場
所
を

確
保
で
き
ま
す
。
 

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
 

・
田
や
畑
に
は
雨
水
を
貯
め
て

浸
水
被
害
を
抑
え
る
働
き
が
あ

る
の
で
積
極
的
に
保
全
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
 

・
風
呂
水
を
落
と
す
タ
イ
ミ
ン

グ
は
降
雨
時
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
 

・
新
た
に
下
水
道
に
接
続
す
る

と
き
に
は
、
家
庭
の
浄
化
槽
を

雨
水
貯
留
施
設
へ
転
用
し
ま
し

ょ
う
。
 

ビ
ジ
ュ
ア
ル
ボ
ー
ド
フ
ェ
ア
の

開
催
 

　
総
合
治
水
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

図
や
写
真
を
用
い
た
パ
ネ
ル
の

展
示
を
行
い
ま
す
。
 

▼
展
示
期
間
　
７
月
２６
日
G
〜

３０
日
D
 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
 

総
合
治
水
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご

案
内
 

　
総
合
治
水
に
関
す
る
情
報
は
、

「
新
川
・
境
川
流
域
総
合
治
水

対
策
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

http://w
w
w
.sougo-chisui.jp

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
土
木
課
維
持
管
理

係
（
q
３
８
‐
５
８
１
３
）
 

  

は
ん 

ら
ん 
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  ●
「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り

税
」
が
導
入
さ
れ
ま
す
 

  　
平
成
２０
年
２
月
定
例
愛
知
県

議
会
で
「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く

り
税
条
例
」
と
「
あ
い
ち
森
と

緑
づ
く
り
基
金
条
例
」
が
可
決
、

成
立
し
ま
し
た
。
 

　
森
と
緑
は
多
く
の
公
益
的
機

能
を
持
っ
て
お
り
、
私
た
ち
の

快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま

す
が
、
森
林
の
荒
廃
な
ど
に
よ

り
、
こ
う
し
た
森
や
緑
の
働
き

が
衰
え
て
し
ま
う
こ
と
が
、
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
た
め
、
愛
知
県
で
は
、

森
と
緑
づ
く
り
の
た
め
の
新
た

な
施
策
を
実
施
し
、
「
山
か
ら

街
ま
で
緑
豊
か
な
愛
知
」
を
目

指
し
ま
す
。
 

あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税
条
例

　
個
人
県
民
税
（
住
民
税
）
の

納
税
義
務
者
の
人
に
は
、
平
成

２１
年
度
か
ら
現
行
年
額
１
千
円

の
均
等
割
に
５
０
０
円
を
、
法

人
県
民
税
の
納
税
義
務
者
の
人

に
は
、
現
行
均
等
割
の
５
㌫（
年

額
１
千
円
〜
４
万
円
）
を
新
た

に
ご
負
担
い
た
だ
き
、
森
と
緑

の
た
め
の
新
た
な
施
策
の
財
源

に
充
て
ま
す
。
 

あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
基
金
条

例
 

　
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税
の

税
収
を
他
の
税
収
と
区
分
整
理

し
、
県
民
や
企
業
の
皆
さ
ん
か

ら
の
寄
付
金
を
受
け
入
れ
る
た

め
の
「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り

基
金
」
を
平
成
２０
年
度
か
ら
設

け
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
税
制
に
関
す
る
こ

と
…
愛
知
県
総
務
部
税
務
課（
q

０
５
２
‐
９
５
４
‐
６
０
４
８
）、

森
林
・
里
山
林
に
関
す
る
こ
と

…
愛
知
県
農
林
水
産
部
森
林
保

全
課
（
q
０
５
２
‐
９
５
４
‐

６
４
４
９
）
、
都
市
の
緑
に
関

す
る
こ
と
…
愛
知
県
建
設
部
公

園
緑
地
課
（
q
０
５
２
‐
９
５

４
‐
６
５
２
６
）
 

 
 

●
取
り
組
も
う
 

　
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
 

  古
紙
を
ご
み
に
し
な
い
で
 

　
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
、
ま

た
、
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に

す
る
た
め
に
、
古
紙
を
ご
み
に

し
な
い
で
資
源
と
し
て
分
け
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

雑
が
み
も
資
源
に
 

　
ご
家
庭
に
届
い
た
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
な
ど
の
紙
製
封
筒
と

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
や

カ
レ
ン
ダ
ー
、
お
菓
子
の
箱
の

よ
う
に
商
品
の
入
っ
て
い
た
紙

製
容
器
、
こ
れ
ら
「
雑
が
み
」

も
資
源
に
な
り
ま
す
。
再
び
紙

製
品
に
再
生
す
る
た
め
に
は
、

紙
袋
に
入
れ
て
集
め
、
廃
品
回

収
や
分
別
収
集
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
 

ご
み
減
量
に
ご
協
力
を
 

　
調
理
く
ず
や
食
べ
残
し
な
ど

は
で
き
る
だ
け
堆
肥
に
。
こ
れ

ら
を
生
ご
み
と
し
て
出
す
と
き

は
、
水
分
を
よ
く
切
っ
て
く
だ

さ
い
。
庭
木
の
打
ち
枝
は
６０
　

未
満
に
切
り
そ
ろ
え
て
束
ね
て

出
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
集

め
た
落
ち
葉
は
、
岩
倉
市
の
指

定
袋
に
入
れ
て
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
こ
の
場
合
も
よ
く

乾
か
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
際
に
は
、
一
度
に
た
く
さ

ん
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
集

積
場
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
他

の
人
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
 

３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）
し
ま

し
ょ
う
 

　
資
源
を
大
切
に
し
、
ご
み
を

減
ら
す
た
め
に
、
Ｒ
で
始
ま
る

３
つ
の
心
得
を
実
行
し
ま
し
ょ

う
。
 

⁄
リ
デ
ュ
ー
ス
…
ご
み
と
な
る

も
の
を
も
ら
わ
な
い
、
断
る
こ

と
。
例
え
ば
買
い
物
袋
を
持
参

し
て
レ
ジ
袋
を
「
い
り
ま
せ

ん
」
と
断
る
、
使
い
捨
て
商
品

を
な
る
べ
く
買
わ
な
い
、
詰
め

替
え
製
品
や
リ
サ
イ
ク
ル
品
を

選
ぶ
な
ど
で
す
。
 

¤
リ
ユ
ー
ス
…
物
を
大
切
に
長

く
使
う
こ
と
。
家
具
や
家
電
製

品
を
修
理
し
て
長
く
使
う
な
ど

身
の
回
り
の
も
の
に
愛
着
を
持

ち
、
「
も
っ
た
い
な
い
精
神
」

を
発
揮
し
ま
し
ょ
う
。
 

‹
リ
サ
イ
ク
ル
…
古
紙
や
び

ん
・
缶
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
の
資
源
は
分
別
収
集
や
お
店

の
回
収
箱
へ
。
 

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
「
こ

れ
く
ら
い
な
ら
」
と
出
す
ご
み

は
、
集
ま
る
と
膨
大
な
量
に
な

り
ま
す
。
た
と
え
、
「
こ
れ
く

ら
い
」
と
思
え
る
少
量
の
資
源

物
で
も
、
ご
み
に
し
な
い
で
分

け
て
集
め
れ
ば
再
び
使
え
る
物

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
ど
う

か
「
こ
れ
く
ら
い
」
で
も
ご
み

に
し
な
い
で
、
分
け
て
資
源
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
環
境
保
全
課
生
活

環
境
係
（
q
３
８
‐
５
８
０
８
）

ま
た
は
、
清
掃
事
務
所
（
q
６

６
‐
５
９
１
２
）
 

  
５
月
は
自
転
車
安
全
利
用
月
間
 

●
「
自
転
車
安
全
利
用
五

則
」
を
守
ろ
う
 

  　
最
近
、
自
転
車
利
用
者
が
被

害
者
・
加
害
者
と
な
る
交
通
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
各
世

代
に
応
じ
て
自
転
車
の
安
全
利

用
に
関
す
る
交
通
安
全
教
育
を

推
進
し
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

と
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
 

・
自
転
車
に
も
ル
ー
ル
が
あ
り

マ
ナ
ー
が
あ
る
こ
と
を
話
し
合

う
 

・
自
転
車
の
安
全
点
検
に
つ
い

て
理
解
し
、
利
用
す
る
前
に
点

検
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
る
 

・
自
転
車
安
全
整
備
士
に
よ
る

定
期
的
な
点
検
整
備
を
行
う
 

自
転
車
安
全
利
用
五
則
 

⁄
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、

歩
道
は
例
外
 

¤
車
道
は
左
側
を
通
行
 

‹
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車

道
寄
り
を
徐
行
 

›
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
 

fi
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
 

　
ま
た
、
運
転
中
の
携
帯
電

話
・
傘
さ
し
運
転
は
、
大
変
危

険
で
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。
 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
交
通

課
（
q
５
６
‐
０
１
１
０
）
 

  
５
月
５
日
B
〜
１１
日
A

 

●
児
童
福
祉
週
間
 

  　
子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
に
つ
い
て
国
民

全
体
で
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
５
月
５
日
の
「
子
ど
も
の

日
」
か
ら
１
週
間
を
「
児
童
福

祉
週
間
」
と
定
め
て
、
児
童
福

祉
の
理
念
の
普
及
・
啓
発
を
行

っ
て
い
ま
す
。
 

平
成
２０
年
度
の
標
語
 

『
つ
た
わ
る
よ
　
め
と
め
を
あ

セ
ン
チ
 

メ
ー
ト
ル
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人気貸出図書 
（２月～３月） 

 

▼

わ
せ
て
　
は
な
し
た
ら
』
 

　
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
、
親

と
子
、
子
ど
も
と
大
人
が
き
ち

ん
と
向
き
合
っ
て
話
し
が
で
き

れ
ば
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
 

　
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
と

い
う
気
持
ち
で
、
支
え
合
い
な

が
ら
子
育
て
を
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係（
q

３
８
‐
５
８
１
０
）
 

  ●
ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送
る

運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
 

  　
ア
フ
リ
カ
で
は
、
大
変
厳
し

い
自
然
条
件
の
中
、
１
枚
の
毛

布
が
と
て
も
貴
重
で
す
。
 

　
こ
の
運
動
は
１
９
８
４
年
に

ア
フ
リ
カ
で
起
き
た
大
干
ば
つ

の
際
、
緊
急
物
資
と
し
て
毛
布

が
集
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
２４
年
た
っ
た
現
在
も
被
災

者
や
難
民
な
ど
へ
配
布
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

　
市
内
で
次
の
と
お
り
毛
布
の

収
集
を
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
５
月
９
日
F
・
１０
日

G
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
 

▼
主
催
　
明
る
い
社
会
づ
く
り

推
進
協
議
会
 

▼
お
願
い
　
穴
が
空
い
た
毛
布

や
破
れ
て
い
る
毛
布
、
綿
や
ベ

ビ
ー
毛
布
、
ダ
ブ
ル
の
毛
布
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
汚

れ
た
毛
布
は
洗
濯
し
て
か
ら
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
 

　
そ
の
他
、
ア
フ
リ
カ
ま
で
の

輸
送
費
と
し
て
毛
布
１
枚
に
つ

き
９
０
０
円
が
必
要
で
す
。
ご

協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
 

▼
問
合
先
　
丹
羽
（
q
６
６
‐

３
４
０
７
）
ま
た
は
、
岩
倉
市

社
会
福
祉
協
議
会
（
q
３
７
‐

３
１
３
５
）
 

  ●
こ
こ
ろ
の
居
場
所
「
あ

み
〜
ご
」
を
５
月
か
ら

２
回
開
催
し
ま
す
 

  　
５
月
か
ら
「
あ
み
〜
ご
」
を

月
２
回
開
催
し
ま
す
。
 

　
「
あ
み
〜
ご
」
は
、
心
の
病

を
持
っ
た
人
た
ち
が
、
気
軽
に

訪
れ
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
場
で
す
。

仲
間
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
、
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
、
お
し
ゃ
べ

り
を
し
た
り
、
気
分
転
換
を
し

た
り
、
悩
み
事
を
相
談
し
た
り

…
そ
ん
な
時
間
を
過
ご
す
場
所

で
す
。
 

▼
と
き
　
毎
月
第
１
・
３
金
曜

日
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
 

　
５
月
は
、
２
日
F
・
１６
日
F

に
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
 

▼
参
加
費
　
１
人
１
０
０
円
 

▼
申
込
方
法
　
申
し
込
み
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
自
由
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

▼
主
催
　
精
神
障
害
者
家
族
会

岩
倉
し
ら
ゆ
り
会
 

▼
協
力
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
　
か
ざ
ぐ
る
ま
 

▼
問
合
先
　
米
本
（
q
３
７
‐

６
０
６
６
）
ま
た
は
、
青
木

（
q
６
６
‐
６
８
３
９
）
 

  ●
市
税
の
納
税
と
納
税
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
 

  　
市
の
重
要
な
歳
入
で
あ
る
市

税
。
こ
の
市
税
の
お
納
め
忘
れ

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

　
日
ご
ろ
、
仕
事
な
ど
で
税
金

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

や
、
納
税
相
談
を
受
け
た
い
人

の
た
め
に
、
臨
時
の
窓
口
を
開

設
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
納
税
相
談
に
お
越
し

の
人
で
分
納
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
 

▼
と
き
　
５
月
１０
日
G
・
１１
日
A

・
１８
日
A
ま
で
の
午
前
９
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
２
階
税
務

課
 

▼
問
合
先
　
税
務
課
収
納
係（
q

３
８
‐
５
８
０
６
）
 

  ●
多
重
債
務
者
相
談
 

  　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
」
に
よ
る
多
重
債
務

者
の
た
め
の
生
活
再
建
相
談
所

が
開
設
し
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
毎
月
第
３
木
曜
日
午

後
１
時
〜
４
時
（
５
月
１５
日
E

・
６
月
１９
日
E
）
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
相
談

室
 

▼
相
談
員
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク

レ
サ
ラ
あ
し
た
の
会
」
の
司
法

書
士
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
 

▼
主
な
相
談
内
容
　
ク
レ
ジ
ッ

ト
サ
ラ
金
返
済
問
題
解
決
、
借

入
に
頼
っ
た
生
活
の
見
直
し
、

借
入
金
の
法
的
整
理
後
の
生
活

再
建
支
援
、
ヤ
ミ
金
、
架
空
請

求
、
悪
質
商
法
 

※
相
談
の
際
に
は
契
約
書
等
の

借
入
の
わ
か
る
書
類
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
相
談
に
よ
る
家
族
、

個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
 

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。
 

※
予
約
優
先
で
行
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
ク
レ
サ
ラ

あ
し
た
の
会
（
q
０
８
０
‐
３

２
８
９
‐
７
７
０
４
）
 

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
 

岩
倉
市
図
書
館
 

q
３
７
‐
６
８
０
４
 

 　
　
　

新
着
図
書
の
紹
介
 

 一
般
新
着
図
書
 

・
す
ご
く
へ
ん
な
立
体
 

杉
原
厚
吉
　
著
 

・
家
族
の
経
済
学
 

橘
木
俊
詔
　
著
 

児
童
新
着
図
書
　
 

・
た
ね
の
は
な
し
 

シ
ル
ビ
ア
・
ロ
ン
グ
　
絵
 

ダ
イ
ア
ナ
・
ア
ス
ト
ン
　
文
 

・
ね
ず
み
の
ル
ル
と
お
か
し
の

く
に
　
　
　
　
 

さ
か
ざ
き
ち
は
る
　
著
 

 ※
そ
の
他
の
新
着
図
書
に
つ
い

て
は
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
貸
出
中
の
図
書
の
予

約
が
で
き
ま
す
）
。
 

  

⁄ホームレス中学生　　　　 
田村　　裕 

¤楽園　下　　　　　　　　 
宮部みゆき 

‹楽園　上　　　　　　　　 
宮部みゆき 
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  ●
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
 

  　
お
子
さ
ん
の
発
達
に
悩
ま
れ

て
い
る
保
護
者
の
人
や
、
障
害

の
あ
る
お
子
さ
ん
の
養
育
で
悩

ま
れ
て
い
る
保
護
者
の
人
は
、

愛
知
県
立
一
宮
東
養
護
学
校
の

教
育
相
談
（
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
）

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
 

　
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

相
談
に
よ
る
家
族
、
個
人
の
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

料
は
無
料
で
す
。
 

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
愛
知
県
立

一
宮
東
養
護
学
校
た
ん
ぽ
ぽ
相

談
係
（
一
宮
市
丹
羽
字
中
山
１

１
５
１
‐
１
q
０
５
８
６
‐
５

１
‐
５
３
１
１
）
 

  ●
教
育
相
談
 

  　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
ご
と
を
持
つ
保
護
者
な
ど
を

対
象
に
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
毎
週
火
・
木
曜
日
午
 

後
１
時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指

導
教
室
お
お
く
す
相
談
室
（
中

本
町
西
出
口
１５
‐
１
）
 

▼
相
談
員
　
火
曜
日
…
山
田
和

行
さ
ん
（
元
適
応
指
導
教
室

長
）
、
木
曜
日
…
ハ
ー
ブ
の
会

相
談
員
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室（
q

３
８
‐
０
３
０
０
）
 

  ●
消
費
生
活
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
 

  　
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
お

よ
び
消
費
生
活
専
門
相
談
員
資

格
を
持
つ
相
談
員
に
よ
る
消
費

生
活
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
多
重
債
務
問
題
な
ど
で

お
困
り
の
際
は
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

▼
と
き
　
毎
月
第
２
・
４
金
曜

日
午
前
９
時
〜
正
午
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
相
談

室
 

▼
相
談
内
容
　
多
重
債
務
者
相
 

談
・
架
空
請
求
・
振
込
め
詐

欺
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
・
訪
問

販
売
・
悪
質
商
法
・
ネ
ッ
ト
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
で
の
ト
ラ
ブ
ル
・

商
品
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
消
費
生

活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
全
般
 

▼
そ
の
他
　
相
談
に
お
越
し
の

際
は
、
架
空
請
求
の
ハ
ガ
キ
や

契
約
書
な
ど
が
あ
れ
ば
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工

観
光
係
（
q
３
８
‐
５
８
１
２
） 

 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となっ
ていますので、お気軽にご相談ください。なお、各相談は、
正午から午後１時までお昼の休憩をいただきます。 
■一般相談 
sとき  月～金曜日(祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■母子・寡婦就業相談 
５月　２日（金）午前１０時～午後３時３０分 
■不動産相談 
５月　８日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
５月　９日（金）午後１時～４時 
■消費生活相談 
５月　９日（金）、２３日（金）午前９時～正午 
※消費者トラブル、多重債務問題等に関する相談をお受
けします。 
■登記相談 
５月１４日（水）午後１時～４時 
■総合福祉相談　 
５月１６日（金）午後１時～４時 
・身体障害者相談 
・戦没者遺族相談 
■女性相談 
５月１９日（月）午後１時～３時３０分 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
５月２０日（火）・２８日（水） 
午後１時～４時 
※毎月１日(土・日曜日、祝日、振替休日は順延)午前９時か
ら、市民相談室で当月分の予約を受け付けます（先着順、
電話可）。 
■行政相談 
５月２３日（金）午前１０時～午後３時 
■年金相談 
５月２６日（月）午前１０時～午後３時 
 
 
●心の相談電話　☎３７－７８６７ 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一人
でくよくよしていても、何の解決にもなりません。経験豊
かなボランティアが電話で相談をお受けします。お気軽に
おかけください。 
sとき　毎週月曜日午前１０時～午後４時（祝日、振替休
日を除く） 

お気軽にご相談ください 

市 民 相 談 
市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

み な 　 な や む な  

 

や
ま 

ゆ
き 

だ 

か
ず 

★生涯学習課よりお詫びと訂正★ 
　広報いわくら４月１５日号１３ページでお知らせした「生涯学習講座へのご案内、近代文学を読む」の記
事の中で、講師スタッフの肩書きに誤りがありました。謹んでお詫びし訂正させていただきます。 

誤→椙山女学園大学名誉教授　萩野　恭茂　　正→前椙山女学園大学教授　萩野　恭茂 
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●Informações �☎�������	

ポルトガル語情報コーナー 

À partir do 3º filho poderá  solicitar o 
Auxílio da Taxa de Alimentação Escolar
(Gakkou Kyushokuhi Hojo).
第３子以降の学校給食費を補助します 

�� 
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.���
�(�� �� /0�1��� 2

●Beneficiários : 

①+������ ���������� �� 
�� ������!� ��&������� �� 3

/0�1����4$� 2

②#������� 
�� ���� �� � %��$�� �� %��� �� ���
�!"� 3

����&��'��� 
��  ����!�� �� ������ �� 5) ��� +���,��� 3

��6 � ) ��� �� -��,���2

③7"� 
������ ������(�8�
�� ������� �� (�&������	 �� 
��� 3
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Subsídio de Sustento do Filho • Subsídio 
de Órfão •Subsídio de Sustento Especial 
do Filho.
児童扶養手当･遺児手当･特別児童扶
養手当 

���� �� ���������9 �(������� ���������� � ������� �� �����

�����2 �� (������ ������������ �� �������� � �������� ����
���

���� ��%����!B�� �� C�(��������� ��  ����!� �<���1�

<���1�1���	2

●Subsídio de Sustento do Filho (Jidofuyoteate) : ."�

�������� ��� ���$� %��$� ����� �� 5� ���� �� +����� ���

���
� � �������� 
����!� ����� �� 5� ���� ��� �"� ���$�

����� �� (���9 ���, ����%�
����2

●Subsídio de Órfão (Ijiteate) : ."� �������� �� +�� ��������

��� ���$� %��$� ����� �� 5� ���� �� +����� ��� ���
� �

�������� 
����!� ����� �� 5� ���� ��� �"� ���$� ����� ��

(���9 ���, ����%�
����23
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Dia de Coleta do Lixo Classificado 
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ぶん べつ しゅう しゅう ひ 

こ し ふる ぎ ひ 
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岩倉防災リーダーの会とは 
　いつ起きてもおかしくないと言われている東海・東南海

地震に備えて消防署に事務局を置き「岩倉防災リーダーの

会」が平成１６年度から市内の人であいち防災カレッジを

修了した人（あいち防災リーダー）により結成されています。 

　市民の皆さんが地震等の災害に対する正しい知識や、身

を守る方法について考え、より高い防災意識を持ち、いざ

というときの被害を軽減するために、防災講習会や広報紙

でのＰＲ活動を行っています。また、私たちもより知識を

深めるために定期的に炊き出し訓練などの勉強会を行って

います。 

　おかげさまで防災講習会の修了者も昨年度で５００人を

超えました。今年度もより多くの人に正しい防災知識と高

い防災意識をもっていただくために活動していきます。 

広報紙の表紙の作者をご紹介します 
美術家　秋田光彦さん 

　秋田光彦さんは、１９５３年（昭和２８年）岩倉市で生まれ、名古屋芸術大学美術学部絵
画科洋画専攻卒業後、２０００年まで太平洋展に出品。９４年に現代日本美術展、エンバ美
術コンクール展（エンバ中国近代美術館）、９５年と９６年に第３９・４０回安井賞展（セ
ゾン美術館、ほか）、９６年第１２回現代日本絵画展「宇部ビエンナーレ」（宇部市文化会
館）出品。 
　近年は、ギャラリー１４１において「空間の　」、
「日月気景図」と題したインスタレーション（設置
型芸術）による個展、ギャラリー芽楽では「野路の
風」と題して個展、今年の１０月には、このシリー
ズによる３回目の個展を予定しています。 
　また、現在は名古屋芸術大学美術学部絵画科洋画
科の非常勤講師、名古屋デザイナー学院、熱田の森
文化センターなどで講師をされ、後進の指導もされ
ています。 
　各月１日号の表紙は、「岩倉の杜」というテーマ
で市内の神社などの杜や木立を、その四季の移ろい
を透明水彩のみずみずしい色彩によって表現した作
品を掲載します。ご期待ください。 

す 

もり 

知っておきたい防災知識

（左上から）小笠原三千代さん、大谷昌子さん、 
　森千代子さん、居初富子さん、 
（左下から）清水輝久さん、　宮田智子さん、 
　塚原輝久さん、栗原勇吉さん 
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広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。　●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 
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桜まつり期間中は、交通規制等への 
ご理解ご協力ありがとうございました。 
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分別収集/八剱町・井上町・神野町・石仏町 
古紙と古着の日／中本町・東町・中野町・鈴井町 

5月のカレンダー

　休日急病診療（丹羽清司　丹羽外科内科） 
※市役所市民スペースはお休みです 

　休日急病診療（渡部照和　渡部耳鼻咽喉科） 
※市役所市民スペースはお休みです 

　休日急病診療（有馬良成　有馬医院） 
※市役所市民スペースはお休みです 

★健康チェック　 
★１歳６か月児健康診査 
野菜の広場/岩倉駅東西地下連絡道 

分別収集／曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町・ 
五条町・大市場町 
古紙と古着の日／下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 

★乳幼児健康相談 
★２歳児歯科健康診査 

野菜の広場/岩倉駅東西地下連絡道 

　休日急病診療（柵木隆志　ませきクリニック） 
※市役所市民スペースはお休みです 

★離乳食教室 
★３歳児健康診査 
分別収集／大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日／泉町・西市町・本町・宮前町・栄町一丁目 

★母子健康手帳の交付 

★印は、保健センターで行います。休日急病診療の担当医は、 
　変更する場合があります。 
※毎週金曜日（祝日除く）は、市民窓口課の証明発行業務を 
　午後７時まで延長しています。 

●発行／岩倉市役所 

〒４８２-８６８６  愛知県岩倉市栄町一丁目６６番地 

☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 

●編集/総務部企画課広報広聴係 

●毎月2回 1日・15日発行 

●岩倉市ホームページアドレス 

http://www.city.iwakura.aichi.jp/ 

●岩倉市Eメールアドレス（代表） 

koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

岩倉市の人口／48,657人（－62人） 

            男性／24,235人（－32人） 

            女性／24,422人（－30人） 

         世帯数／20,292世帯（＋30世帯） 

        （４月１日現在、（ ）内は前月１日現在との比較） 

救急医療情報センター 
　　☎0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　☎66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　☎38-3119

この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 

この紙は環境を配慮し、再生紙を使用しています。 

河村友里愛ちゃん 中村晃基くん 

　小さく生まれた友里愛ちゃ
んだけど今では元気にすくす
く成長しているね。まだお話
もできないので早く皆とお話
ができるのを楽しみにしてい
ます。お兄ちゃんとも早く一
緒に遊べるようになれるとい
いね。これからもカワイイ笑
顔を見せて皆を幸せにしてね。  
　皆、今後の成長を楽しみに
しています。 

●お父さん・お母さんの一言 
　毎日笑ったり、泣いたり、い
ろいろな表情を見せてくれる
晃基。それらすべてが愛しく
思うよ。 
　パパとママは、晃基が健や
かに育ってくれることを願わ
ない日はありません。これか
らもずっと見守っているよ。 
　人の気持ちが分かる優しい
子になってね。 

●お父さん・お母さんの一言 

（０歳） （０歳） 

かわ むら ゆ り あ なか むら こう き 

★母子健康手帳の交付 

★母子健康手帳の交付 
★BCG

野菜の広場/岩倉駅東西地下連絡道 

　休日急病診療（寺澤正恭　寺澤内科小児科） 
野菜の広場/岩倉駅東西地下連絡道 
※市役所市民スペースはお休みです 

憲法記念日 

みどりの日 

こどもの日 

振替休日 


